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八郎潟町はウエイトリフティング競技会場です。

民謡とフォルクローレコンサート
　３月18日、町農村環境改善センターにおいて「民謡と

フォルクローレコンサート」が開催されました。

　２部構成で行われ、第１部の冒頭で文化体験プログラ

ム支援事業の総括として、小・中学生の有志が文化体験

プログラムで学んだ花笠踊りや阿波踊り、秋田音頭やフ

ォルクローレの演奏を披露。続いて民謡コン

サートでは、高翔会による見事な伴奏と民謡

歌手の福本恵美さん、本町在住の佐藤修三さん、

浅野恵子さんのすばらしい歌声に会場のみな

さんは聞き惚れていました。

　第２部では、女優の浅利香津代さんによる民話「八郎」

の朗読が行われ、ぐっと惹きつけられるような朗読を聞

かせてくださいました。

　最後に、本町ではお馴染みのベル・ヴィエントスによ

るフォルクローレ演奏が行われ、願人踊とのコラボレー

ションなど、会場を湧かせ、熱のこもった演奏を披露さ

れました。
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平成19年度 当初予算が可決
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平成19年４月号広報 平成18年６月号 広報

一般会計総額26億1,729万4千円
前年度より1億3,875万8千円の増（5.6％増）

　３月６日から始まった３月定例会において、平成19年度当初予算が原案どおり可決されました。
　歳入では、地方分権三位一体の改革により、本町の主要財源の町税で9.7％の増、地方交付税（臨時財政対策債含
む）で0.6％の減の、総額（主要財源分）で2.2％の増となりましたが、税源移譲に伴う所得譲与税の廃止に伴い、
実質では前年度並みとなりました。歳出では、人件費で5.6％の減、また、公債費で5.5％の減でありますが依然高
い水準にあります。補助費等は、一部事務組合負担金（ゴミ処理施設建設等）、国体開催補助金により30.7％の増、
普通建設事業費は、防災行政無線設置事業により210.2％の大幅増となりました。
　なお、平成18年度からスタートした総合振興第５次基本構想の、人・環境・文化のきらめく八郎潟のまちづくり
を基軸にした平成19年度の主な事業は、次のとおりです。

平成19年度　予算主要事業　（単位：千円）

「町民と行政が手を携えるまちづくり」

　・地域活性化助成金（４万円/１町内会）� 1,000

　・資源ゴミ還元事業回収金交付金� 932

　・町内会連絡事務協力交付金� 953

「安心して暮らせる保健・福祉・医療のまちづくり」

　・予防接種、乳幼児及び妊婦健診事業費� 6,331

　・総合健診事業、健康教育事業費等� 23,213

　・乳児養育支援金（所得制限を撤廃し全乳児に支給）� 5,040

　・幼稚園預かり保育事業（H19から本格実施）�  688

　・放課後保育事業費（小学１年～小学４年生まで対象）� 4,805

　・保育園運営費関連助成金� 89,990

　（運営費・一時保育・延長保育など）

　・保育園・幼稚園保育料の減免� 15,140

　（所得制限を撤廃し入園児全員を対象）

　・地域子育て支援事業費� 2,500

　・配食及びデイサービス助成事業費� 1,269

　・地域包括支援センター設置事業費� 16,646

　・福祉医療費（乳幼児の所得制限を撤廃し助成）� 44,750

　・自立支援給付費� 85,525

　　（身体、知的障害者等の更生施設入所等の支援）

「快適な暮らしを営める生活環境のまちづくり」

　・防災行政無線設置事業費� 96,600

　・地域防災計画策定事業費� 3,000

　・防災消防力強化事業費（消防団への小型ポンプ配備）� 5,400

　・非常備消防費（消防団活動運営費）� 8,505

　・除雪対策事業費� 25,567

　・塵芥処理事業費（ゴミ処理経費）� 67,409

　・一部事務組合への負担金� 274,149

　（ゴミ処理施設建設、し尿処理、斎場、消防）

「時代の流れを捉えた産業を振興するまちづくり」

　・集落営農組織推進助成金� 400

　・農地、水、農村環境保全向上活動支援事業費� 2,783

　・新農業水利システム保全対策事業� 3,500

　（八郎潟土地改良区事業で農家負担の一部を助成）

　・商工振興助成事業� 2,510

　・中小企業振興融資保証料補助金� 650

　・観光協会補助金� 1,000

「教育芸術文化の薫る心豊かなまちづくり」

　・外国人英語指導助手配置� 5,500

　・中学校非常勤講師配置（2名）� 2,896

　・幼稚園３歳児保育サポーター配置� 848

　・通学児童バス定期券購入補助金（1/2助成）� 1,081

　・小学校校舎及び敷地内側溝等補修整備事業� 6,419

　・小中学校各種補助金� 3,213

　（学力、知能テスト・社会科見学・各種大会派遣費等）

　・社会教育活動費（生涯学習・文化祭など）� 2,396

　・体育施設管理運営費（経常分）� 18,367

　・一日市盆踊り補助金� 3,800

「その他」

　・国体開催運営費補助金� 46,000

　・地籍調査費（浦大町地区）� 1,374

　・総合行政情報システム導入事業� 7,245

■　平成19年度主要事業の概要　■
○地域活性化助成金
　　住み良い活力のある協働のまちづくりを進めるため、地域住民が自
ら考え、自ら実施し、地域連帯感を育て地域の活性化を推進します。（１
町内会４万円を限度に助成、※H18は16団体に助成）

○資源ゴミ還元事業回収金交付金
　　ゴミの減量化を推進するため、ゴミ収集資源ゴミの分別が重要とな
ります。町では、その意識を高めるため、回収した資源ゴミの売払金を、
全額町内会へ交付しゴミの分別の啓蒙と協力を呼びかけております。

○保育園延長保育事業・幼稚園預かり保育事業・放課後保育事業 
　　子育て支援事業を推進するため、保護者が安心して働ける環境づく
りを提供いたします。

　・保育園延長保育による保育時間　　7:00～19:00
　・幼稚園預かり保育時間　　　　　　幼稚園終了後～16:00
　　　　　　　　　　　　　　　　　  長期休み　8:30～16:00
　・放課後保育時間　　　　　　　　　小学校修了後～19:00
　　　　　　　　　　　　　　　　　  長期休み　7:00～19:00
※開設していない日　保育園＝日曜日、祝日　幼稚園＝土・日曜日、祝日
　　　　　　　　　　放課後保育（小学生）＝日曜日、祝
○地域包括支援センター設置事業
　　地域包括支援センターは、地域で暮らす高齢者の介護、福祉、健康、医

療などを総合的に支援するために設立します。※平成19年4月1日開設
○福祉医療
　　医療費個人負担分（重度心身障害者、高齢身体障害者、就学前乳幼児等）
を軽減するため県の補助を受けて実施しています。乳幼児については、
所得制限でこの制度を受けられない方に町単独で助成しています。

○防災行政無線設置事業
　　災害発生時等の情報を瞬時に住民へ提供し、災害を未然に防ぐこと、
また、災害を最小限に留めるための防災基盤の整備です。このたびは、
全国瞬時警報システムに対応できる機器の導入となります。

○八郎湖周辺清掃事務組合負担金（一部事務組合関係）
　　ゴミ処理施設建設事業の負担金であります。平成20年度に稼働予定
となっており、現在、順調に建設が進められています。

○農地、水、農村環境保全向上活動支援事業
　　農地、農業用水等の農村環境保全と集落機能の活性化を図るため、地
域住民が自ら地域の実情に応じた農村環境整備事業を推進するため
の支援事業です。

○外国人英語指導助手の配置
　　国際社会に対応した教育施策の一環として、生きた英語に接する機
会を提供し、外国人とのコミュニケーション能力、ヒアリング能力の
向上、国際感覚の養成などの推進と英語学力の向上を図ります。（主に
中学校生徒への指導）
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補 助 事 業 費
単 独 事 業 費

普 通 交 付 税
特 別 交 付 税

地方交
付 税

臨時財政対策債
その他の町債

町 債

義　務　的　経　費　　　� 

物 件 費 � 
維 持 補 修 費 � 
補 助 費 等 � 

繰 出 金 � 
積 立 金 � 
投 資 及 び 出 資 金 � 
貸 付 金 � 
投　資　的　経　費　　　� 

予 備 費 � 
　 歳 　 出 　 合 　 計 　�

教育費
2億9,153万3千円
11.1%

議会費
6,354万3千円

2.4%

総務費
2億8,816万4千円
11.0%

民生費
5億1,504万8千円
19.7%

衛生費
3億8,151万8千円
14.6%

商工費
2,564万1千円

1.0%

土木費
2億1,163万6千円

8.1%

消防費
2億5,796万6千円

9.8%

公債費
4億8,341万3千円
18.5%

自主財源
32.7%

依存財源
67.3%

使用料及び手数料
5,915万3千円

2.3%

その他
6,145万5千円
2.5％

町税
5億1,203万円
19.6%

繰入金
2億2千円
7.6%

国庫支出金
1億449万円
4.0%

町債
2億7,320万円
10.4%

地方交付税
11億2,500万円

43.0%

その他
205万6千円
0.1%

譲与税・交付金
1億380万1千円

4.0％

県支出金
1億5,432万円
5.9%

農林水産業費
9,677万6千円

3.7%

�� ％
�� 9.7
�� 31.6
�△�3.2
�� 5.7
�� 9.7
�� 69.8
�△�20.7
��100.0
�� 12.8
�△�63.5
�△�16.7
�� 60.0
��100.0
�� 0.0
�� 0.0
�△�77.8
�� 0.0
�� 8.2
�� 0.0
�△�6.9
�� 21.1
�△�10.6
��133.2
�� 2.4
�� 5.6

�� ％
�� 19.6
�� 7.6
�� 2.3
�� 0.7
�� 0.1
�� 1.2
�� 1.2
�� 0.0
�� 32.7
�� 1.0
�� 0.1
�� 0.0
�� 0.0
�� 2.4
�� 0.3
�� 0.1
�� 39.0
�� 4.0
�� 0.0
�� 4.0
�� 5.9
�� 4.9
�� 5.6
�� 67.3
��100.0

�� 千円
�� 45,435
�� 48,002
�△� 1,952
�� 1,025
�� 298
�� 12,755
�△� 8,296
�� 1
�� 97,263
�△�47,000
�△� 500
�� 150
�� 250
�� 0
�� 0
�△� 6,999
�� 0
�� 8,000
�� 0
�△� 7,774
�� 26,868
�△�15,000
�� 83,500
�� 41,495
��138,758

千円
512,030
200,002
59,153
19,085
3,357
31,039
31,815

2
856,483
27,000
2,500
400
500

62,000
8,500
2,001

1,020,000
105,000

900
104,490
154,320
127,000
146,200
1,760,811
2,617,294

国民健康保険特別会計� ７億６，５４４万８千円

老人保健（医療）特別会計� ８億５，５９４万１千円

土地取得特別会計� ６４１万８千円

公共下水道事業特別会計� ４億６，１５４万１千円

農業集落排水事業特別会計� ２，８２２万９千円

介護保険特別会計

（保　険　事　業　勘　定）� ５億４３７万９千円

（介護サービス事業勘定）� ３０３万３千円

町 税 �
繰 入 金 �
使 用 料 及 び 手 数 料 �
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財 産 収 入 �
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　 計 　 �
地 方 譲 与 税 �
利 子 割 交 付 金 �
配 当 割 交 付 金 �
株式等譲渡所得割交付金�
地 方 消 費 税 交 付 金 �
自動車取得税交付金�
地 方 特 例 交 付 金 �

交通安全対策特別交付金�
国 庫 支 出 金 �
県 支 出 金

　 計 　
　 合 計 　

自
　
主
　
財
　
源

依
　
存
　
財
　
源

科　　目
区　　分 予 算 額 構成比

増 減 額 増減率

平成18年度当初比

�� ％
�△�5.0
�△�5.6
�△�2.8
�△�5.5
�� 4.1
�△�18.2
�� 30.7
�� 26.9
�� 1.0
��433.3
�� 0
�� 27.6
��210.2
��210.2
��皆　減
��303.4
�� 0.0
�� 0.0
�� 0.0
�� 5.6

％
49.8
21.1
10.2
18.5
14.1
0.6
16.7
10.6
13.1
0
0
0.7
4.9
4.9
0
4.9
0.0
0.0
0.1
100

�� 千円
�△�68,586
�△�32,647
�△� 7,644
�△�28,295
�� 14,692
�△� 3,719
��102,655
�� 58,730
�� 3,287
�� 65
�� 0
�� 4,000
�� 86,364
�� 86,364
�△� 9,495
�� 95,859
�� 0
�� 0
�� 0
��138,758

千円
1,302,977
551,826
267,738
483,413
368,858
16,765
436,674
276,943
343,983

80
0

18,500
127,457
127,454

0
127,454

3
0

2,000
2,617,294

人 件 費 �
扶 助 費 �
公 債 費

うち一部事務組合分�

普 通 建 設 事 業 費 �

災 害 復 旧 事 業 �
失 業 対 策 事 業 ��

予 算 額　 区 分 　 構成比
　比 較　 増減率
平成18年度当初比

特別会計と企業会計予算
特　　　　別　　　　会　　　　計

会　　計　　別 予　　算　　額

上水道特別会計・収益的収入� １億５，３３７万５千円

　　　　　　・収益的支出� １億３，４４０万７千円

　　　　　　・資本的収入� １５０万３千円

　　　　　　・資本的支出� ３，３６５万円

企　　　　業　　　　会　　　　計

会　　計　　別 予　　算　　額

歳　　入
26億1,729万4千円

歳　　出
26億1,729万4千円

教育費
2億9,153万3千円
11.1%

議会費
6,354万3千円

2.4%

総務費
2億8,816万4千円
11.0%

民生費
5億1,504万8千円
19.7%

衛生費
3億8,151万8千円
14.6%

農林水産業費
9,677万6千円

3.7%

商工費
2,564万1千円

1.0%

土木費
2億1,163万6千円

8.1%

消防費
2億5,796万6千円

9.8%

公債費
4億8,341万3千円
18.5%

その他
205万6千円
0.1%

自主財源
32.7%

依存財源
67.3%

使用料及び手数料
5,915万3千円

2.3%

分担金及び負担金
1,908万5千円

0.7%

その他
6,621万3千円
2.5％

譲与税・交付金
1億380万1千円

4.0％

町税
5億1,203万円
19.6%

繰入金
2億2千円
7.6%

国庫支出金
1億449万円
4.0%

県支出金
1億5,432万円
5.9%

町債
2億7,320万円
10.4%

地方交付税
11億2,500万円

43.0%

一般会計歳出性質別経費の状況 一般会計歳入予算の内訳

一般会計目的別歳出内訳 一般会計歳入予算
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た
。

こ
の
た
め
19
年
度
の
町
民
体
育
大
会

は
行
わ
な
い
こ
と
に
し
ま
し
た
。

●
ア
オ
コ
対
策
に
つ
い
て

　
調
査
・
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

現
在
、
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
４
月

に
臨
時
議
会
を
開
催
し
、
そ
の
際
に

予
算
案
を
上
程
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
恒
久
対
策
事
業
を
導
入
す

る
に
あ
た
っ
て
は
、
水
道
施
設
整
備

事
業
の
効
率
的
な
執
行
及
び
そ
の
実

施
過
程
の
透
明
性
の
一
層
の
向
上
を

図
る
た
め
、
事
業
採
択
前
の
事
業
を

対
象
に
事
前
評
価
が
求
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
水
道
施
設
整
備

事
業
を
適
切
に
実
施
す
る
観
点
か
ら

原
則
と
し
て
学
識
経
験
者
等
の
第
三

者
か
ら
意
見
を
聴
取
す
る
も
の
と
定

め
ら
れ
て
お
り
、
現
在
人
選
に
つ
い

て
は
選
考
中
で
す
。

●
玉
川
ダ
ム
余
裕
水
に
つ
い
て

　
秋
田
中
央
圏
域
７
市
町
村
の
う
ち
、

将
来
水
量
不
足
が
見
込
ま
れ
る
６
市

町
村
に
お
い
て
活
用
す
る
計
画
が
打

ち
出
さ
れ
、
本
町
も
平
成
10
年
２
月

に
協
議
会
に
参
加
し
、
平
成
19
年
１

月
16
日
に
広
域
水
道
整
備
協
議
会
（
幹

事
会
）
が
開
催
さ
れ
、
水
需
要
予
測

の
見
直
し
と
、
施
設
整
備
計
画
変
更

に
関
す
る
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

内
容
は
、
受
水
量
１
９
６，
５
２
０
k

／
日
か
ら
１
６
１，
７
１
０
k
／
日
に
、

整
備
費
３
６
１
億
円
か
ら
２
７
８
億

円
に
事
業
費
の
見
直
し
案
が
示
さ
れ
、

４
月
上
旬
ま
で
に
臨
時
総
会
が
開
催

さ
れ
、
事
業
化
の
方
針
決
定
が
検
討

さ
れ
ま
す
。

●
素
波
里
ダ
ム
か
ん
が
い
用
水
に
つ
い
て

　
水
道
水
へ
の
転
用
検
討
会
議
の
第

１
回
目
が
、
平
成
19
年
１
月
31
日
に

関
係
部
局
と
関
係
町
村
が
参
加
し
て

検
討
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
設
置

に
あ
た
り
、
八
郎
湖
水
質
浄
化
対
策

等
に
つ
い
て
の
要
望
書
に
対
し
て
、

県
が
水
道
水
源
に
課
題
を
抱
え
て
い

る
八
郎
湖
周
辺
町
村
の
代
替
水
源
と

し
て
素
波
里
ダ
ム
か
ん
が
い
用
水
の

利
活
用
の
可
能
性
を
探
る
た
め
、
秋

田
県
と
当
該
町
村
が
連
携
し
て
諸
課

題
の
整
理
・
検
討
を
行
う
た
め
に
設

置
さ
れ
た
も
の
で
す
。
年
内
３
回
程

会
議
を
開
催
、
報
告
書
に
取
り
ま
と

め
た
上
で
、
会
を
解
散
す
る
予
定
で
す
。

●
秋
田
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
の
発
足
に
つ
い
て

　
秋
田
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
の
発
足
に
つ
い
て
は
、
医
療
制
度

改
革
関
連
法
の
国
会
成
立
に
よ
り
、

平
成
20
年
４
月
か
ら
新
た
な
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
が
創
設
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
県
で
は
「
秋

田
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」

の
発
足
式
を
２
月
１
日
秋
田
県
市
町

村
会
館
に
て
挙
行
し
、
市
町
村
も
、

広
域
連
合
の
窓
口
と
し
て
の
事
務
等

の
作
業
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
19
年

度
は
そ
の
準
備
や
試
行
の
年
に
な
り

ま
す
。
多
額
の
費
用
が
予
測
さ
れ
る

本
町
に
お
け
る
シ
ス
テ
ム
導
入
等
に

関
わ
る
予
算
に
つ
い
て
は
、
今
後
補

正
予
算
で
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
前
学
童
保
育
指
導
員
の
不
適
正
な

勤
務
状
況
に
つ
い
て

　
前
学
童
保
育
指
導
員
の
勤
務
す
べ

き
時
間
と
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
訪
問
介

護
事
業
に
従
事
し
た
時
間
の
重
複
し

て
い
る
時
間
帯
の
調
査
を
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
去

る
２
月
23
日
、
当
該
指
導
員
本
人
と

話
し
合
い
行
い
、
納
得
い
た
だ
き
返

還
金
額
に
つ
い
て
、
本
人
自
身
か
ら

大
変
迷
惑
を
お
か
け
し
た
と
２
月
26

日
に
全
額
納
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
は
、
管
理
・
監
督
者
と

し
て
の
不
行
き
届
き
な
ど
の
要
因
の

一
つ
と
思
わ
れ
る
だ
け
に
、
極
め
て

遺
憾
な
こ
と
と
受
け
止
め
て
お
り
、

そ
の
責
任
を
重
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
町
民
の
信
頼
回
復
に
向

け
た
再
発
防
止
へ
の
対
策
を
講
じ
る

と
と
も
に
、
一
層
健
全
な
放
課
後
の

学
童
保
育
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

平
成
19
年
度
の
町
施
政
方
針

　
一
般
会
計
当
初
予
算
案
は
総
額
26

億
１
，
７
２
９
万
４
千
円
で
前
年
度

比
５
・
６
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

町
税
は
、
税
源
移
譲
分
と
定
率
減
税

廃
止
に
伴
い
前
年
度
比
９
・
７
％
増

の
約
５
億
１，
２
０
０
万
円
で
あ
り
ま

す
が
、
所
得
譲
与
税
の
廃
止
に
よ
り

実
質
で
は
、
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
と

な
り
ま
し
た
。
地
方
交
付
税
は
、
０
・

７
％
増
の
11
億
２，
５
０
０
万
円
、
臨

時
財
政
対
策
債
に
つ
い
て
は
、
10
・

６
％
減
の
１
億
２，
７
０
０
万
円
で
、

地
方
交
付
税
、
臨
時
財
政
対
策
債
を

合
わ
せ
る
と
０
・
６
％
減
の
、
額
に

し
て
７
０
０
万
円
の
減
額
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
財
源
不
足
を
補
う
た

め
総
額
で
２
億
円
を
財
政
調
整
基
金
、

減
債
基
金
か
ら
の
取
り
崩
し
で
予
算

編
成
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
般

会
計
で
運
用
で
き
る
基
金
残
高
も
約
８，

８
０
０
万
円
で
今
後
の
財
政
運
営
で

も
依
然
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り

ま
す
。

　
一
般
会
計
の
歳
出
の
概
要
で
す
が
、

義
務
的
経
費
が
５
％
減
の
約
13
億
３

０
０
万
円
で
、
う
ち
人
件
費
が
５
・

６
％
の
減
、
扶
助
費
が
２
・
８
％
の
減
、

公
債
費
が
５
・
５
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

消
費
的
経
費
は
16
％
増
の
約
８
億
２，

２
０
０
万
で
、
う
ち
物
件
費
が
４
・

１
％
の
増
、
維
持
補
修
費
が
18
・
２

％
の
減
、
補
助
費
等
が
30
・
７
％
の

大
幅
増
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
投

資
的
経
費
は
２
１
０
・
２
％
の
大
幅

増
で
約
１
億
２，
７
０
０
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
補
助
費
等
の
増
額
に
つ
い

て
は
、
大
潟
地
区
衛
生
処
理
組
合
の

焼
却
炉
解
体
に
伴
う
負
担
金
の
増
、

八
郎
湖
周
辺
清
掃
事
務
組
合
の
ゴ
ミ

処
理
施
設
建
設
事
業
に
伴
う
負
担
金

の
増
、
国
体
開
催
に
伴
う
実
行
委
員

会
へ
の
補
助
金
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

投
資
的
経
費
の
増
額
に
つ
い
て
は
、

防
災
行
政
無
線
施
設
改
修
事
業
に
よ

る
も
の
で
す
。

　
今
後
の
財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、

財
政
計
画
に
基
づ
き
、
平
成
18
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
第
５
次
基
本
構

想
実
現
に
む
け
た
一
層
の
行
財
政
改

革
と
遊
休
財
産
の
処
分
、
税
金
等
の

未
納
者
対
策
の
徹
底
に
努
め
財
源
の

確
保
を
図
り
、
一
層
の
住
民
サ
ー
ビ

ス
向
上
と
住
み
よ
い
活
力
あ
る
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

八
郎
潟
町
議
会
３
月
定
例
会

　
八
郎
潟
町
議
会
３
月
定
例
会
が
３
月
６
日
か
ら
16
日
ま
で
開
催
さ
れ
、「
八
郎
潟

町
副
町
長
の
定
数
を
定
め
る
条
例
」「
平
成
18
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
」「
平
成
19

年
度
一
般
会
計
予
算
」な
ど
36
案
件
が
可
決
、同
意
さ
れ
、取
り
下
げ
１
件
で
し
た
。

　
今
月
号
で
は
、議
会
初
日
の
土
橋
町
長
の
行
政
報
告
、新
年
度
の
町
施
政
方
針
を

抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。
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「
八
郎
潟
町
ま
ち
づ
く
り
寄
付
基
金
条
例
を

 

制
定
す
る
条
例
案
」の
取
り
下
げ
に
つ
い
て

「
八
郎
潟
町
ま
ち
づ
く
り
寄
付
基
金
条
例
を

 

制
定
す
る
条
例
案
」の
取
り
下
げ
に
つ
い
て

湖
東
地
区
行
政
一
部

事
務
組
合
議
会
議
員

三
戸
留
吉
さ
ん
選
任

◎八郎潟町副町長の定数を定める条例を制定する条例に
ついて

　　地方自治法の改正により、「助役」に代えて「副町長」
を置くものと改正され、副町長の定数を条例で定める
必要があり、本町の副町長を１人としたものです。

◎八郎潟町収入役の事務を助役に兼掌させる条例を廃止
する条例について

　　地方自治法の改正により、収入役制度が見直しされ、
新たに会計管理者を置くこととされたため条例を廃止
したものです。

◎八郎潟町特別職報酬等審議会条例の一部を改正する条
例について

◎八郎潟町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用
弁償に関する条例の一部を改正する条例について

◎八郎潟町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に
関する条例の一部を改正する条例について

◎固定資産評価員の設置等に関する条例の一部を改正す
る条例について

◎八郎潟町立児童館使用条例の一部を改正する条例につ
いて

　　地方自治法の改正により、「助役」の名称を「副町長」
に改正したものです。

◎八郎潟町立幼稚園預かり保育料徴収条例について
　　幼稚園時間外における家庭保育を補い、子育ての一
環として幼稚園で預かり保育を実施するために徴収条
例を制定したものです。

　　○通年保育（夏休み、冬休み除く）　月額3,500円
　　○臨時保育　　　　　　　　　　　　日額  250円
　　○夏休み、冬休みの保育（１日保育）日額  250円
　　○夏休み、冬休みの保育（半日保育）日額  400円

◎八郎潟町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部
を改正する条例について

　　国の人事院規則の一部の改正により、休息時間が廃
止されたことに伴い廃止したものです。

◎八郎潟町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改
正する条例について

◎八郎潟町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を
改正する条例について

　　平成14年12月から秋田市に一般廃棄物（可燃ごみ）
の処理を委託しておりますが、原油などの高騰により
手数料を改定したものです。

　改定前　10kgにつき220円　→　
　　　　　　　　　　　　改定後　10kgにつき241円

◎秋田県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の
数の増加及び秋田県市町村総合事務組合規約の一部変
更について

◎大潟地区衛生処理組合規約の一部変更について
◎八郎潟町・井川町衛生処理施設組合規約の一部変更に
ついて

◎湖東地区行政一部事務組合規約の一部変更について
◎八郎湖周辺清掃組合規約の一部変更について
◎平成18年度八郎潟町一般会計補正予算（第10号）につ
いて

　　歳入歳出それぞれ１億8,796万9千円の追加補正。
　　補正後の予算額27億3,991万3千円。

◎平成19年度八郎潟町一般会計予算等について
　（平成19年度の各会計予算については、２・３ページ
をご覧ください。）

◎可決された主な議案内容

　
議
会
最
終
日
の
16
日
の
本
会
議
に
お
い

て
追
加
提
案
さ
れ
た
、
「
八
郎
潟
町
長
及

び
副
町
長
の
給
与
の
減
額
に
関
す
る
条
例

を
制
定
す
る
条
例
案
」
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
れ
は
、前
学
童
保
育
員（
臨
時
職
員
）

の
不
適
正
な
勤
務
状
況
に
関
し
て
、町
の

最
高
責
任
者
と
し
て
自
ら
の
責
任
を
重
く

受
け
止
め
町
長
、副
町
長
の
給
与
を
減
額

す
る
も
の
で
す
。

　
減
額
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
町
　
長
　
平
成
19
年
４
月
分

　
　
月
額
給
与
の
10
分
の
１

　
　
　
　
　
　 

　（
６
３，

０
０
０
円
）

○
副
町
長
　
平
成
19
年
４
月
分

　
　
月
額
給
与
の
10
分
の
１

　
　
　
　
　
　
　（
５
０，

３
０
０
円
）

　
３
月
６
日
、議
会
初
日
本
会
議
に
提
案
し
、議
会
よ
り
内
容
に
つ
い
て
さ
ま
ざ

ま
な
質
問
、意
見
が
出
さ
れ
、
13
日
に
議
会
全
員
協
議
会
を
開
催
し
、再
度
内
容

に
つ
い
て
町
当
局
よ
り
詳
細
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
が
、町
と
議
会

と
の
意
見
が
平
行
線
の
ま
ま
、16
日
の
議
会
本
会
議
の
冒
頭
に
お
い
て
、土
橋
町

長
か
ら「
今
回
の
上
程
に
際
し
て
は
、本
条
例
の
目
的
、事
業
内
容
ま
た
は
寄
付

者
の
意
向
な
ど
今
一
度
吟
味
す
る
こ
と
が
必
要
」と
し
て
、議
会
に
対
し
、議
案

の
取
り
下
げ
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
、こ
の
度
の
取
り
下
げ
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、こ
の
条
例
案
の
主
な
内
容
は
、本
町
が
単
独
立
町
し
、自
立
す
る
に
あ

た
り
、広
く
一
般
の
方
か
ら
寄
付
を
募
り
、町
民
参
加
に
よ
る
本
町
ま
ち
づ
く
り

事
業
推
進
す
る
た
め
の
も
の
で
し
た
。

　
八
郎
潟
町
議
会
３
月
定
例
会

に
お
い
て
、
本
町
選
出
の
学
識

経
験
者
の
辞
職
に
伴
い
湖
東
地

区
行
政
一
部
事
務
組
合
議
会
議

員
の
同
意
を
求
め
る
議
案
が
上

程
さ
れ
、
三
戸
留
吉
さ
ん
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

〈
略
　
歴
〉

▼
昭
和
21
年
１
月
13
日
生
ま
れ
。

▼
平
成
13
年
２
月
町
議
会
議
員

現
在
に
至
る
。

▼
住
所
／
八
郎
潟
町
字
一
日
市

３
０
２
番
地
11

「
八
郎
潟
町
ま
ち
づ
く
り
寄
付
基
金
条
例
を

 

制
定
す
る
条
例
案
」の
取
り
下
げ
に
つ
い
て

町
長
、副
町
長 

４
月
給
与 

10
％
カ
ッ
ト

　
　
〜
前
学
童
保
育
員
不
適
正
責
任
〜

湖
東
地
区
行
政
一
部

事
務
組
合
議
会
議
員

三
戸
留
吉
さ
ん
選
任

※３月定例会での一般質問内容や各常任委員会の審議
　内容については、「議会だより」をご覧ください。
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第
６
回
八
郎
潟
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
会

　
　
　
　
　
　
〜
あ
べ
十
全
さ
ん
が
講
演
〜

五
城
目
地
区
交
通
安
全
協
会
通
常
総
会
　
本
町
で
開
催

（
財
）日
本
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
表
彰

「
一
日
市
上
集
落
営
農
組
合
」

「
平
成
営
農
組
合
」

八
郎
潟
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
優
良
表
彰

　
２
月
25
日
、
町
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
で
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
町

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
協
議
会
主

催
に
よ
る
第
６
回
八
郎
潟
町
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
町
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
の
土
橋
町
長
あ
い
さ
つ
、
続
い

て
体
験
発
表
が
行
わ
れ
、
八
小
１
年

の
吉
田
吏
歩
さ
ん
、
同
６
年
の
千
葉

稚
菜
さ
ん
、
八
中
２
年
の
松
田
健
吾

さ
ん
、千
田
飛
鳥
さ
ん
、松
田
瑛
生
さ

ん
、
工
藤
葵
さ
ん
、
鈴
木
友
里
さ
ん
、

34
区
の
藤
井
笑
子
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
か
か
わ
っ
て
感
じ
た
こ
と

を
発
表
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

連
絡
協
議
会
副
会
長
の
あ
べ
十
全
さ

ん
が「
こ
ん
な
親
で
ご
め
ん
な
さ
い
」

と
題
し
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、女
声
コ
ー

ラ
ス
に
よ
る
合
唱
、
民
謡
の
披
露
が

行
わ
れ
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
歌
声

の
す
ば
ら
し
さ
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　
３
月
４
日
、町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
平
成
19
年
度
五
城
目
地
区
交
通

安
全
協
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
本
地
区
に
お
け
る
平
成
18

年
度
交
通
安
全
功
労
者
等
の
皆
さ
ん
が
表

彰
さ
れ
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
本
町
の
八

柳
峰
男
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、宇
瀬
会
長
あ
い
さ
つ
、来
賓
の

五
城
目
警
察
署
桜
井
署
長
、
八
郎
潟
町
岡

助
役
が
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
、新
年

度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
等
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
３
月
４
日
、
シ
ャ
イ
ン
プ
ラ
ザ
平

安
閣
に
お
い
て
秋
田
県
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
連
盟
理
事
会
及
び
代
議
員
会
に
お

い
て
、
八
郎
潟
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
が
財
団
法
人
　
日
本

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
（
会
長
　
海
部

俊
樹
）
か
ら
優
良
団
体
と
し
て
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　
同
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
創
立
以

来
由
緒
あ
る
伝
統
を
守
り
、
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
の
振
興
に
寄
与
し
た
業
績
が

認
め
ら
れ
こ
の
た
び
の
表
彰
と
な
り

ま
し
た
。

　
同
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
今
後
ま
す

ま
す
の
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

「
一
日
市
上
集
落
営
農
組
合
」

　
　
　
　
　
　
　（
構
成
員
24
人
）

　
　
経
営
面
積
　
約
48
・
６
ha

　
３
月
10
日
、一
日
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

防
災
セ
ン
タ
ー
で
一
日
市
上
集
落
営

農
組
合
の
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
役
員
の
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

○
組
合
長
　
　
　
石
川
　
治
美

○
副
組
合
長
　
　
石
川
　
錬
一

○
庶
　
務
　
　
　
小
林
　
三
一

○
会
　
計
　
　
　
土
橋
　
次
男

○
幹
　
事
　
　
　
畠
山
　
鉄
男

　
小
柳
　
光
義
、
小
野
喜
久
治

　
土
橋
　
　
肇
、
安
田
　
　
泉

○
監
　
事
　
　
　
鎌
田
鉄
之
助

　
　
　
　
　
　
　
小
野
　
泰
則

「
平
成
営
農
組
合
」

　
　
　
　
　
　
　（
構
成
員
24
人
）

　
　
経
営
面
積
　
約
38
・
３
ha

　
３
月
17
日
、一
日
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

防
災
セ
ン
タ
ー
で
平
成
営
農
組
合
の

設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
役
員
の
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

○
組
合
長
　
　
　
相
馬
　
英
雄

○
副
組
合
長
　
　
相
馬
　
耕
一

○
庶
　
務
　
　
　
石
井
　
清
人

○
会
　
計
　
　
　
石
井
　
清
人

○
幹
　
事
　
　
　
谷
村
　
忠
雄

　
北
嶋
　
春
雄
、
伊
藤
　
　
一

　
吉
田
　
由
美
、
小
林
　
金
市

○
監
　
事
　
　
　
小
野
　
憲
一

　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
俊
悦

第
６
回
八
郎
潟
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
会

　
　
　
　
　
　
〜
あ
べ
十
全
さ
ん
が
講
演
〜

五
城
目
地
区
交
通
安
全
協
会
通
常
総
会
　
本
町
で
開
催

八
郎
潟
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
優
良
表
彰

▲講演中のあべ十全さん

▲表彰式の様子

▲八郎潟町ソフトテニススポーツ少年団の皆さん

▲一日市上集落営農組合の皆さん

▲平成営農組合の皆さん

「
一
日
市
上
集
落
営
農
組
合
」

「
平
成
営
農
組
合
」

（
財
）日
本
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
表
彰

２
営
農
組
織
が
誕
生
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３
年
連
続
で
無
火
災
達
成
！

　
　
　
　
　 

　
本
町
が
県
知
事
表
彰

新
消
防
団
長
に
三
戸
留
吉
さ
ん

八
郎
潟
町
消
防
団

八
郎
潟
町
建
設

　
　
　 

技
能
組
合

  

小
学
校
の
各
所
を

　
　
　  

奉
仕
で
修
理

　
３
月
11
日
に
消
防
団
員
に
よ
る
団
長
推
薦
会
議
が
開
催
さ
れ
、

副
団
長
の
三
戸
留
吉
さ
ん
を
出
席
団
員
の
満
場
一
致
で
団
長
に
推

薦
す
る
こ
と
が
決
定
し
、
４
月
１
日
に
土
橋
町
長
よ
り
任
命
書
の

交
付
を
受
け
て
団
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
副
団
長
に
は
、
第
二
分
団
長
の
畠
山
敏
夫
さ
ん
、
第
六

分
団
長
の
齊
藤
和
雄
さ
ん
が
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
４
月
１
日
か
ら
の
新
し
い
消
防
団
幹
部
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
○
印
は
新
任
）

　
○
団
　
長
　
　
三
　
戸
　
留
　
吉

　
○
副
団
長
　
　
畠
　
山
　
敏
　
夫

　
○
副
団
長
　
　
齊
　
藤
　
和
　
雄

　
・
本
部
分
団
　
　
分

団

長
　
渡
　
部
　
秀
　
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
副
分
団
長
　
畠
　
山
　
政
　
義

　
・
第
一
分
団
　
○
分

団

長
　
小
　
林
　
寿
　
吉

　
　
　
　
　
　
　
○
副
分
団
長
　
石
　
井
　
徳
　
雄

　
・
第
二
分
団
　
○
分

団

長
　
伊
　
藤
　
洋
　
一

　
　
　
　
　
　
　
○
副
分
団
長
　
北
　
嶋
　
道
　
郎

　
・
第
三
分
団
　
　
分

団

長
　
渡
　
部
　
壽
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
副
分
団
長
　
新
　
田
　
道
　
信

　
・
第
四
分
団
　
○
分

団

長
　
工
　
藤
　
道
　
志

　
　
　
　
　
　
　
○
副
分
団
長
　
齊
　
藤
　
　
　
一

　
・
第
五
分
団
　
　
分

団

長
　
北
　
嶋
　
透
志
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
副
分
団
長
　
齊
　
藤
　
隆
　
男

　
・
第
六
分
団
　
○
分

団

長
　
齊
　
藤
　
一
　
彦

　
　
　
　
　
　
　
○
副
分
団
長
　
一
ノ
関
　
　
　
守

　
・
第
七
分
団
　
　
分

団

長
　
石
　
川
　
忠
　
雄

　
　
　
　
　
　
　
○
副
分
団
長
　
齊
　
藤
　
　
　
悟

退
団
幹
部
（
３
月
31
日
付
）

　
・
村
　
井
　
　
　
昇
（
団
長
）

　
・
北
　
嶋
　
光
　
春
（
副
団
長
）

　
・
石
　
川
　
義
　
勝
（
第
一
分
団
長
）

　
・
北
　
嶋
　
祐
　
一
（
第
四
分
団
長
）

　
・
田
　
中
　
勝
　
弘
（
第
七
副
分
団
長
）

　
３
月
23
日
、
秋
田
県
庁
第
二
庁
舎

で
開
催
さ
れ
た
平
成
18
年
度
消
防
功

労
者
表
彰
式
に
お
い
て
、
平
成
18
年

無
火
災
を
達
成
し
た
こ
と
に
よ
り
八

郎
潟
町
が
秋
田
県
知
事
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

　
本
町
の
無
火
災
は
３
年
連
続
の
表

彰
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
町
消
防
団
団
長
の
三
戸

留
吉
さ
ん
が
消
防
庁
長
官
よ
り
永
年

勤
続
功
労
章
を
、
３
月
31
日
を
も
っ

て
引
退
さ
れ
た
前
副
団
長
の
北
嶋
光

春
さ
ん
が
日
本
消
防
協
会
表
彰
と
し

て
功
労
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
三
戸
団
長
は
、
昭
和
53
年
か
ら
八

郎
潟
町
消
防
団
員
と
な
り
、
今
日
ま

で
28
年
の
永
き
に
わ
た
り
消
防
人
と

し
て
、
地
域
社
会
の
防
火
思
想
の
普

及
、
消
防
施
設
の
整
備
へ
の
積
極
的

な
取
り
組
み
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま
し

た
。

　
一
方
、
北
嶋
前
副
団
長
は
昭
和
44

年
か
ら
八
郎
潟
町
消
防
団
員
と
な
り
、

今
日
ま
で
37
年
の
永
き
に
わ
た
り
消

防
業
務
に
尽
力
し
、
団
員
の
模
範
と

し
て
、
消
防
使
命
の
達
成
に
尽
力
さ

れ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
こ
の
た
び

の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

　
２
月
22
日
、
八
郎
潟
町
建
設
技
能

組
合
の
皆
さ
ん
が
、
八
郎
潟
小
学
校

の
修
理
を
奉
仕
作
業
と
し
て
行
い
ま

し
た
。

　
技
能
組
合
の
皆
さ
ん
は
、
小
学
生

達
が
安
心
し
て
す
ご
せ
る
よ
う
に
と

思
い
を
込
め
て
校
内
の
滑
り
の
悪
い

引
き
戸
や
窓
な
ど
を
修
理
し
て
い
ま

し
た
。

八郎潟町消防団

前副団長　北嶋光春さん

功労章 永年勤続功労章

八郎潟町消防団

団長　三戸留吉さん

３
年
連
続
で
無
火
災
達
成
！

　
　
　
　
　 

　
本
町
が
県
知
事
表
彰

八
郎
潟
町
建
設

　
　
　 

技
能
組
合

  

小
学
校
の
各
所
を

　
　
　  

奉
仕
で
修
理

新
消
防
団
長
に
三
戸
留
吉
さ
ん

八
郎
潟
町
消
防
団
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八郎潟幼稚園　42名

八郎潟小学校　72名

八郎潟中学校　65名

八郎潟幼稚園　42名

八郎潟小学校　72名

八郎潟中学校　65名

3/15

3/16

3/９

ご卒園
・ご卒業おめでとうございます!!
　３月９日に八郎潟中学校卒業式、15日に八郎潟幼稚園卒園式、
16日に八郎潟小学校卒業式がそれぞれ行われ、父兄の皆さん
が見守る中、慣れ親しんだ学舎を巣立って行きました。

ご卒園
・ご卒業おめでとうございます!!
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国民健康保険者医療費と町の医療費状況
国保医療費（平成19年１月分） （単位：円）

一人当たりの医療費

八　郎　潟　町

秋　　田　　県

�一般分� 退職分� 老人分�全体（平均）

�18,787� 31,210� 71,800� 35,643

�20,410� 32,176� 69,042� 36,075

�19,180� 30,493� 59,995� 32,619

医　療　圏　内
（南秋・秋田・男鹿）

事業名 対象者 場　所

保健センター

時　間日・曜日

午後１時30分
　～２時受付

16日（月）
ポリオ生ワクチン
投与

３カ月～90カ月

保健センター

保健センター

平成18年５月生
平成18年８月生
平成18年12月生

平成17年７月生
平成17年８月生
平成17年９月生

乳児健康診査

１歳６ヵ月児
健康診査

午後１時～
１時30分受付

午後１時～
１時30分受付

保健センター24日（火） 平成18年12月生ＢＣＧ接種
午後０時30分
～１時15分受付

保健センター13日（金）

24日（火）

24日（火）

母子手帳の必要
な妊婦

妊婦相談
母子手帳発行

午前８時40分
～11時30分受付

月の保健衛生事業4

４
月
１
日
開
設

　
　
八
郎
潟
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
八
郎
潟
町
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
）

日　　程 会　　　　場 骨粗しょう症
検　　　　診

５月16日（水）

５月17日（木）

５月18日（金）

５月22日（火）

５月23日（水）

５月24日（木）

５月25日（金）

５月29日（火）

５月30日（水）

５月31日（木）

保健センター

保健センター

防災センター

防災センター

防災センター

寿山荘

高岡コニュニティー体育館

高岡コニュニティー体育館

保健センター

保健センター

実施

実施

実施

実施

実施

実施

◎早朝総合健診のお知らせ
　平成19年度の早朝総合健診につきましては各町内の保

健委員さんに申込をお願いしたところですが、未提出の

方はお早めに保健センターへご連絡ください。申し込ま

れた方には５月上旬に問診票等を郵送します。

健診日程　　　　　受付時間：午前５時30分～午前８時30分

　高齢者が住み慣れた地域でできる限り継続して生活をおくれるように支えるためには、個々
の高齢者の状況やその変化に応じて、適切なサービス、様々な支援を提供することが必要と
なってきております。
　4月1日からスタートする地域包括支援センターは、地域で暮らす高齢者およびご家族を、
介護・福祉・健康・医療などさまざまな面から総合的に支えるために設けられました。
（詳しくは、広報折り込み「こんにちは地域包括支援センターです」を参照してください。）

地域包括支援センター
の業務

　悪質な訪問販売の被害にあった、財産
管理に自信がなくなったなどの相談、成
年後見制度利用支援、虐待防止対策など、
高齢者の権利を守るために支援します。

　皆さんのいまの状態に合わせた介護予
防の支援をします。自立した生活をして
いる人、虚弱な高齢者および要支援１・
２に認定されている人などの現在の状態
を維持・向上し、悪化を予防するために
支援します。

　高齢者の皆さんの直接的支援のほか、地
域のケアマネジャー支援、関係機関・組織
とのネットワークづくりなど、さまざまな
方面から皆さんの生活全体を支えます。

　介護に関する相談や心配ごと、悩み以
外に、どこに相談してよいか分からない
ことなど、生活のなかで困っていること、
心配なこと、何でも結構です。遠慮無く
ご相談ください。

◎連絡先　八郎潟町地域包括支援センター（八郎潟町保健センター内）
　　　　　　〒018－1616　八郎潟町字大道84番地　TEL 875－2800・FAX 875－2805

権利擁護業務 介護予防
ケアマネジメント業務

総合相談支援業務包括的・継続的
ケアマネジメント支援業務

1875－2800
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八郎潟町臨時職員を募集します

八郎潟町地域包括支援センターの看護師等の募集

◎募集人員　２名
◎勤務内容

　高齢者の介護予防事業に関すること

　高齢者やその家族の相談業務に関すること

◎勤務場所

　地域包括支援センター（町保健センター内）

◎勤務時間

　午前８時30分～午後５時15分

◎休日

　土・日曜日、祝祭日、年末年始

◎資格

　看護師等の資格があり、普通自動車免許取得の方

◎待遇　日額8,000円～10,000円

　　　　社会保険、雇用保険加入

◎雇用期間　平成19年５月～平成20年３月

◎申込方法

　市販の履歴書（写真添付）を４月13日までに役場町

民福祉課へ提出してください。

◎採用方法

　書類審査、面接（日程は後日連絡）のうえ決定します。

◎問い合わせ先

　役場町民福祉課福祉介護班

　1 ８７５－５８０８

八郎潟町地域包括支援センターの看護師等の募集

○募集人員　２名
○業務内容　一般事務

○応募条件　平成19年４月１日現在で18歳以上50歳未満の方。

普通自動車免許取得、各種パソコンソフト（ワープロ、表計算

など）を操作できること

○雇用期間　平成19年７月２日～平成19年10月31日

○勤務場所　八郎潟町教育委員会教育課国体班（八郎潟町オ

リンピック記念会館内）

○勤務時間　午前10時～午後５時（休憩１時間）週５日勤務

○給　　与　時給610円（秋田県最低賃金）

○そ の 他　通勤手当、社会保険加入なし 

○募集締切　４月27日（金）午後５時（持参又は郵送必着）

○応募方法　希望者は八郎潟町教育委員会教育課国体班（オ

リンピック記念会館内）にて申込みを行った上、申込書及び履

歴書（市販のもので可写真貼付）を持参又は郵送してください。

（提出書類は返却しません）

○採用方法

　書類審査、面接（日程は後日連絡）のうえ決定します。

○申込み及び問い合わせ先

　八郎潟町教育委員会教育課国体班（オリンピック記念会館内）

　1 018－875－5500

○募集人員　１名
○勤務内容　町の保健事業の事務補助

○資格

・町内在住者で満20歳以上満55歳未満の方

・パソコン（ワード、一太郎、エクセル等）入力、処理

のできること

○雇用期間　平成19年４月～平成20年３月

○勤務場所　町保健センター内

○勤務時間　午前８時30分～午後４時30分

○休　日　土・日曜日、祝祭日、年末年始

○給　与　時給700円

○その他　社会保険、雇用保険加入

○申込み方法

　履歴書（写真添付）を４月９日までに役場町民福

祉課へ提出してください。

○採用方法

　書類審査、面接（日程は後日連絡）のうえ決定します。

○問い合わせ先

　役場町民福祉課保健医療班

　1 875－5813

八郎潟町臨時職員を募集します

八
郎
潟
小
・
中
学
校

　
　
　
教
職
員
人
事
異
動

 

３
月
23
日
、
県
教
育
委
員
会
で
は
教

職
員
の
人
事
異
動
を
発
表
し
ま
し
た
。

４
月
１
日
付
の
異
動
で
す
。

　
本
町
の
小
・
中
学
校
関
係
の
人
事
異

動
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
八
郎
潟
小
学
校

〔
転
出
〕

教
　
諭
　
小
玉
由
貴
子
　
能
代
第
五
小

教
　
諭
　
若
狭
　
洋
美
　
淳
城
西
小

養
護
教
諭
　
伊
藤
千
鶴
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
城
目
第
一
中

〔
転
入
〕

教
　
諭
　
工
藤
　
良
直
　
十
和
田
小

教
　
諭
　
石
井
　
史
知
　
小
沢
田
小

養
護
教
諭
　
伊
藤
　
栄
子
　
鹿
渡
小

講
　
師
　
菊
地
　
宗
一

◆
八
郎
潟
中
学
校

〔
転
出
〕

教
　
諭
　
長
崎
　
涼
子
　
天
王
南
中

〔
転
入
〕

教
　
諭
　
菅
原
　
　
勉
　
天
王
中

非
常
勤
講
師
　
渡
部
　
貴
子

　
　
〃
　
　
　
成
田
　
　
子

　
　
〃
　
　
　
長
谷
川
　
充

　
　
〃
　
　
　
蔡
把
（
サ
イ
エ
ン
）

●
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）

〔
転
出
〕

　
　
　
　
ジ
ェ
イ
ス
ン
・
マ
ル
コ
ム

　
　
　
　
　
　
　
（
ア
メ
リ
カ
帰
国
）

〔
転
入
〕

　
　
　
　
ア
リ
ス
・
ラ
イ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
イ
ギ
リ
ス
）
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46年ぶりのビックイベント秋田わか杉国体
　ウエイトリフティング競技会　大会運営ボランティア募集
46年ぶりのビックイベント秋田わか杉国体
　ウエイトリフティング競技会　大会運営ボランティア募集
◇目的
　日本最大のスポーツの祭典である国民体育大会「秋田わ

か杉国体」の開催まであと半年となりました。秋田わか杉

国体八郎潟町実行委員会では、本町で実施されるウエイト

リフティング競技会の大会運営を支えるボランティアを募

集しています。日本全国から集まる人々を温かく迎え、選

手たちが力を発揮できるよう一緒に大会の成功を目指しま

しょう。

◇活動期間
　平成19年９月25日（火）～10月３日（水）活動は１日

単位で行いますので１日だけの参加でも結構です。

◇募集人数　　約100名
◇応募要件
　平成19年４月１日現在で16歳以上の方。原則として町

内在住、在勤の方。なお、事前説明会・事前リハーサル（ア

ナウンスのみ）へ参加できる方とします。

◇募集期限　平成19年７月31日（火）まで
◇業務内容
　１．受付・案内（案内所での大会案内及び観光案内、受

　　付での資料の配付など）

　２．誘導・介助（シャトルバス乗降所などからの来場者

　　の誘導、体の不自由な方への介助など）

　３．会場管理（会場内の清掃、ゴミの回収、駐車場管理

　　など）

　４．会場サービス（関係者への弁当・飲料の配付、休憩

　　所でのドリンクサービスなど）

　５．アナウンサー（審判・監督会議、階級別表彰式、

　　総合表彰式でのアナウンスなど）

　６．筆耕（賞状の筆耕など）

◇応募方法
　電話でお申し込みください。その際に氏名・住所など

をお知らせください。また、広報２月号へ掲載した申込

書での申し込みや町ホームページから申込書をダウンロー

ドして、電子メール・FAX・郵送でお知らせいただいて

も結構です。

◇その他
　１．大会１ヵ月ほど前に事前説明会を予定しています。

　２．協力いただける方には、事前説明会でポロシャツ

　　を支給します。

　３．活動に当たっての交通費や報酬は支給しません。

　　業務が昼食の時間帯を含む場合は、弁当を支給します。

　４．協力いただける方を対象に、実行委員会で一括し

　　て保険に加入します。

　５．個人情報については、実行委員会が大会運営に必

　　要な場合のみ活用し、その他の目的には使用しません。

◇申込・問合先
　〒018－1606八郎潟町夜叉袋字中羽立１－１

　オリンピック記念会館内　秋田わか杉国体八郎潟町実

　行委員会1875－5500（ＦＡＸ兼）

　メールアドレスkokutai@town.hachirogata.lg.jp

46年ぶりのビックイベント秋田わか杉国体
　ウエイトリフティング競技会　大会運営ボランティア募集

町
職
員
人
事
異
動

（
４
月
１
日
付)

◆
総
務
課

・
総
務
課
長

（
総
務
課
主
幹
企
画
財
政
班
兼
税
務

班
長
）
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
良
則

・
会
計
管
理
者

（
町
民
福
祉
課
主
幹
町
民
生
活
班
兼

福
祉
介
護
班
長
）
　
　
石
井
　
運
一

・
総
務
課
主
幹
兼
企
画
財
政
班
長

（
産
業
建
設
課
主
幹
兼
上
水
道
班
長

兼
下
水
道
班
長
）
　
　
畠
山
　
博
光

・
総
務
課
主
幹
兼
税
務
班
長
（
総
務

課
課
長
補
佐
税
務
班
）
小
野
　
美
和

・
総
務
課
主
幹
兼
総
務
班
長
（
総
務

課
課
長
補
佐
総
務
班
長
）
千
田
　
清

・
総
務
課
係
長
税
務
班
（
産
業
建
設

課
係
長
下
水
道
班
兼
上
水
道
班
）
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
部
　
博
英

・
総
務
課
係
長
総
務
班
（
町
民
福
祉

課
係
長
保
健
医
療
班
）
舘
岡
　
幸
一

・
総
務
課
係
長
企
画
財
政
班

（
町
民
福
祉
課
係
長
町
民
生
活
班
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
齊
藤
　
嘉
生

・
総
務
課
係
長
総
務
班

（
総
務
課
主
任
総
務
班
）
鎌
田
　
憲
明

・
総
務
課
主
任
税
務
班
（
総
務
課
主

任
税
務
班
兼
会
計
班
）
畠
山
　
孝
直

◆
町
民
福
祉
課

・
町
民
福
祉
課
課
長
補
佐
福
祉
介
護

班
長
（
町
民
福
祉
課
課
長
補
佐
福
祉

介
護
班
）
　
　
　
　
　
千
田
　
貞
子

・
町
民
福
祉
課
課
長
補
佐
町
民
生
活

班
長
（
町
民
福
祉
課
課
長
補
佐
町
民

生
活
班
）
　
　
　
　
　
渡
部
　
広
保

・
町
民
福
祉
課
課
長
補
佐
福
祉
介
護

班
（
町
民
福
祉
課
係
長
福
祉
介
護
班
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
落
合
　
　
智

・
町
民
福
祉
課
係
長
町
民
生
活
班

（
総
務
課
係
長
企
画
財
政
班
）
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ノ
関
一
人

・
町
民
福
祉
課
主
任
町
民
生
活
班
（
総

務
課
主
任
総
務
班
）
　
渡
部
美
喜
子

・
町
民
福
祉
課
主
事
福
祉
介
護
班

（
総
務
課
主
事
企
画
財
政
班
）
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
　
光
輝

◆
産
業
建
設
課

・
産
業
建
設
課
課
長
補
佐
上
水
道
班

長
兼
下
水
道
班
長
（
総
務
課
課
長
補

佐
税
務
班
）
　
　
　
　
田
中
　
敏
裕

・
産
業
建
設
課
係
長
下
水
道
班
兼
上

水
道
班
（
総
務
課
係
長
税
務
班
）
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
康
文

◆
教
育
委
員
会

・
教
育
課
長
兼
国
体
班
長
（
教
育
課

主
幹
兼
国
体
班
長
）
　
藤
井
　
　
栄

・
教
育
課
主
幹
兼
生
涯
学
習
班
長
（
教

育
課
課
長
補
佐
生
涯
学
習
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
畠
山
　
政
子

・
教
育
課
係
長
国
体
班
（
議
会
事
務

局
主
任
）
　
　
　
　
　
千
田
　
成
子

◆
議
会
事
務
局

・
議
会
事
務
局
長
（
総
務
課
主
幹
兼

会
計
班
長
）
　
　
　
　
齊
藤
　
　
満

・
議
会
事
務
局
課
長
補
佐
（
町
民
福

祉
課
課
長
補
佐
町
民
生
活
班
）
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鷲
谷
　
則
枝

◎
退
職
（
３
月
31
日
付
）

・
総
務
課
長
　
　
　
　
松
田
　
義
紀

・
教
育
課
長
　
　
　
　
村
井
桂
三
郎

・
議
会
事
務
局
長
　
　
小
野
　
和
憲
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「資源ごみ還元事業」「資源ごみ還元事業」

全町清掃デー
４月15日（日）

資源ごみ還元事業
平成19年３月分の資源ごみは次のとおりです。

kg

kg

kg

kg

kg

kg

kg

kg

kg

kg

円

円

○資源ごみの収入積立金を町内会へ還元します
　収集した資源ごみの収入の積立金は、各町内の人口数に

より町内会のほうへ還元いたします。

○資源ごみ回収日（毎月）
　・第１水曜日（新聞・雑誌・段ボール）

　・第３水曜日（ペットボトル、アルミ缶、スチール缶等）

一般廃棄物（可燃物）
処理料金の改正について

一般廃棄物（可燃物）の処理費用の増加に
伴い、４月１日から処理料金が変わります。

10kg当たり 241円　トン/ 24,100円

　平成18年４月～12月分の資源ごみ還元事
業積立金の各町内会への振込み額は、
1,034,725円を１月１日現在の各町内の人口
割合で算出した金額を、４月末日までに各
町内会の指定口座へ振り込む予定です。

○ゴミ袋に氏名を
　　　　　　記入していただきます
　・ゴミ袋を購入したら氏名を書きましょう。

○プラスチック類は燃えるごみです。
　プラスチック類（シャンプーなどの容器、

発砲スチロール、トレイ等）は燃えるごみです。

全町清掃デー☆
日
　
時

　
４
月
19
日（
木
）
〜
25
日（
水
）

　
午
前
９
時
〜
正
午

　
　
（
土
、
日
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。）

☆
搬
入
場
所

　
町
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

☆
搬
入
で
き
る
ゴ
ミ

・
可
燃
粗
大
ご
み

　
（
家
具
類
、
寝
具
類
等
）

・
不
燃
粗
大
ご
み

　
（
自
転
車
、
ス
ト
ー
ブ
、
オ
ー
デ
ィ

オ
機
器
、
ボ
イ
ラ
ー
、
湯
沸
器
等
）

・
不
燃
ご
み

　
（
鉄
く
ず
な
ど
燃
え
な
い
も
の
）

☆
料
　
金

・
可
燃
粗
大
ご
み
、
不
燃
粗
大
ご
み

　
１
品
目
に
つ
き

　
小
５
２
５
円
、
大
１，
０
５
０
円

・
不
燃
ご
み
　
１
０
０
kg
に
つ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
２
５
円

※
計
量
作
業
が
あ
り
ま
す
の
で
、
粗

大
ご
み
と
不
燃
ご
み
を
分
別
し
て
搬

入
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
搬
入
で
き
な
い
ご
み

　
テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、
洗
濯
機
、

冷
蔵
庫
、
パ
ソ
コ
ン
、
バ
イ
ク
、
タ

イ
ヤ
、
農
機
具
等
。

◎
実
施
日
　
４
月
15
日
（
日
）

◎
実
施
時
間
　
午
前
５
時
〜
正
午

（
実
施
時
間
に
つ
い
て
は
各
町
内
会
で
設
定
し
て
く
だ

さ
い
。）

◎
清
掃
内
容

・
町
内
の
側
溝
の
泥
上
げ
、
除
草
、
公
園
等
の
清
掃

◎
搬
出
場
所

　
◆
町
営
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

　
・
泥
、
草

　
　
※
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
は
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

　
◆
町
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
・
空
き
缶
、
空
き
ビ
ン

◎
実
施
報
告
書
の
提
出

　
町
内
会
単
位
で
実
施
報
告
書
に
記
入
し
、
当
日
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
、
後
日
役
場
町
民
福
祉
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
町
で
は
、
直
接
搬
入
粗
大
ご
み
等
に
つ
い
て
は
、
毎
年
春
と
秋
に
定
期
的
に

搬
入
日
を
設
け
、
処
理
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
19
年
春
の
搬
入
日
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　次のとおり全町清掃デーを実施します。皆さん
のご協力をお願いします。

○
資
源
ご
み
の
中
身
の
分
別

　
の
徹
底
を

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
び
ん
類
、
金
属

類
、
か
ん
類
の
４
種
類
は
そ
れ
ぞ
れ

別
の
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
金
属
類
、
か
ん

類
は
袋
の
ま
ま
業
者
に
引
き
取
り
さ

れ
ま
す
の
で
、
他
の
ご
み
と
い
っ
し
ょ

に
し
な
い
で
分
別
を
徹
底
し
て
く
だ

さ
い
。

※
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
注
意
事
項

・
キ
ャ
ッ
プ
を
は
ず
し
て
（
キ
ャ
ッ

プ
は
燃
え
る
ご
み
）
中
を
す
す
ぎ
、

容
積
を
小
さ
く
な
る
よ
う
に
つ
ぶ
し

て
出
す
。
ま
た
ラ
ベ
ル
を
は
が
し
て

く
だ
さ
い
。

※
か
ん
類
の
注
意
事
項

・
ス
チ
ー
ル
、
ア
ル
ミ
缶
は
つ
ぶ
し

て
出
し
て
も
よ
い
。
ス
プ
レ
ー
缶
は

穴
を
開
け
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
び
ん
類
の
注
意
事
項

有
益
び
ん
（
酒
等
の
一
升
瓶
・
ビ
ー

ル
び
ん
）
は
商
店
又
は
取
扱
店
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。
割
れ
た
び
ん
は
燃

え
な
い
ご
み
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
燃
え
る
ご
み
の
減
量
化
を

図
り
ま
し
ょ
う

・
可
燃
ご
み
の
水
切
り
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。
燃
え
る
ご
み
の
重
さ
の
60

％
は
水
分
で
す
。

４月15日（日）
粗
大
ご
み
の
搬
入
日
に
つ
い
て

八郎潟町のゴミ収集・分別方法

今年も１月から

「資源ごみ還元事業」
をスタートしております

資源ごみ還元事業

３月分
段ボール

2,580 8,700 5,480 1,620 920 108,255

9,760 31,280 18,340 5,650 3,440 382,181

新　　聞 雑　　誌 缶　　類 ペットボトル 積立金

累　計

平成19年３月分の資源ごみは次のとおりです。

平成18年分資源ごみ還元事業積立金
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い
か
な
く
っ
ち
ゃ
！
元
気
な
秋
田
の
未
来
の
た
め
に

　

 

秋
田
県
議
会
一
般
選
挙
投
票
日 

４
月 

８
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

投
票
時
間  

午
前

７
時
〜
午
後

７
時

国民健康保険から

◆
投
票
で
き
る
方

　
次
の
２
つ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
方
が
投
票
で
き
ま
す
。

◎
昭
和
62
年
４
月
８
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

◎
平
成
18
年
12
月
29
日
以
前
に
八
郎
潟
町
に
転
入
し
、住

民
票
の
届
出
を
し
て
い
る
方

◆
住
所
変
更
し
た
方

◎
平
成
18
年
12
月
30
日
以
降
に
県
内
の
市
町
村
か
ら
本
町

に
転
入
し
、前
住
所
地
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
方
は
前
住
所
地
で
の
投
票
と
な
り
ま
す
。

　
投
票
の
際
は
、「
引
き
続
き
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」

が
必
要
で
す
。

　
た
だ
し
、投
票
日
ま
で
に
県
外
へ
転
出
さ
れ
た
方
は
、今

回
の
選
挙
権
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
期
日
前
投
票

　
投
票
日
当
日
に
、投
票
所
に
行
け
な
い
見
込
み
の
方
は
、

期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

◎
期
間
　
３
月
31
日
か
ら
４
月
７
日
ま
で

◎
時
間
　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で

◎
場
所
　
八
郎
潟
町
役
場
１
階
第
１
会
議
室

※
入
場
券
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

 

入
場
券
の
裏
面
に
は
、期
日
前
投
票
の
請
求
書
兼
宣
誓
書

が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、内
容
を
ご
記
入
の
上
、期
日

前
投
票
所
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

※
指
定
さ
れ
た
病
院
、施
設
に
入
院
、入
所
さ
れ
て
い
る
方

は
、そ
の
病
院
、施
設
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

◆
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
に
つ
い
て

　
重
度
の
身
体
障
害
者
で「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」の
交
付

を
受
け
た
方
は
、自
宅
な
ど
で
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。

　
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
に
要
介
護
５
の
方
、自
ら
の

投
票
の
記
載
が
で
き
な
い
方（
身
体
障
害
者
手
帳
に
上
肢

ま
た
は
視
覚
の
障
害
の
程
度
が
１
級
、戦
傷
病
者
手
帳
に

上
肢
又
は
視
覚
の
障
害
の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第
二
項

症
ま
で
あ
る
人
。

　
く
わ
し
い
手
続
き
に
つ
い
て
は
町
選
挙
管
理
委
員
会
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
入
　
場
　
券

　
入
場
券
は
郵
便
で
配
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
ご
自
宅
へ
届
い
て
い
な
い
方
、選
挙
権
に
つ
い
て
ご
不

明
な
方
は
選
挙
管
理
委
員
会
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
紛
失
さ
れ
た
場
合
で
も
、そ
の
旨
を
伝
え
て
い
た
だ
け

れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。

※
無
投
票
の
場
合
は
、投
票
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
。

◎
開
　
票

　
４
月
17
日
午
後
８
時
か
ら
、町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
す
。開
票
会
場
で
は
参
観
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
八
郎
潟
町
選
挙
管
理
委
員
会
　
1
８
７
５
¦
５
８
０
１

い
か
な
く
っ
ち
ゃ
！
元
気
な
秋
田
の
未
来
の
た
め
に

　

 

秋
田
県
議
会
一
般
選
挙
投
票
日 

４
月 

８
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

投
票
時
間  

午
前

７
時
〜
午
後

７
時

投票所一覧表投票所一覧表

投  

票  

区

投 

票 

場 

所

投   

票  

区  

域

第
一
投
票
区

第
二
投
票
区

第
三
投
票
区

第
四
投
票
区

夜
叉
袋
投
票
区

真
坂
投
票
区

寿
　
山
　
荘

一
日
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー

八
郎
潟
中
央
児
童
館

昼
根
下
児
童
館

弁
　
天
　
荘

高
岡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

１
区
、
２
区
、
３
区
、
11
区
、
12
区

４
区
、
５
区
、
６
区
、
７
区
、
８
区
、
13
区

９
区
、
10
区
、
28
区
、
31
区
、
32
区
、
33
区

26
区
、
27
区
、
29
区
、
30
区
、
34
区

14
区
、
15
区
、
16
区
、
17
区
、
25
区

18
区
、
19
区
、
20
区
、
21
区
、
浦
大
町

70歳未満の人は入院前に必ず
申請してください
　医療費の自己負担が高額になっ
た場合、自己負担限度額を超えた
分が高額医療費として支給されます。
　この高額医療費制度について、
平成19年４月からは、入院の場合、
一医療機関ごとに窓口での支払い
が自己負担限度額までとなります。
入院する場合には、事前に限度額
適用認定証の交付を受け、医療機
関へ提示してください。
◎利用できる方
　㈰国民健康保険の加入者
　㈪保険税の滞納のない世帯の方
◎申請に必要なもの
　㈰国民健康保険証　㈪印鑑

◎申請場所
　町民福祉課　２番窓口（役場１階）

人間ドック及び脳ドックへの助成
◎対象者
　30歳以上70歳未満の方で、前年度ま
での国保税が完納されている方。
◎検査費用
・男性　34,000円
・女性　37,000円（婦人科検診）
※消費税は別途です。
◎助成金
　費用の90％（３万円を限度額とします。）
◎申請に必要なもの
㈰国民健康保険証　㈪印鑑
◎定員
　25名（定員になりしだい締切）
・人間ドック 20名　・脳ドック ５名
※どちらか一方で両方の受診は出来ま
せん。

◎問い合わせ
町民福祉課 保健医療班 1875-5813

出産育児一時金の受領委任払い
について
　出産、分娩に必要な費用の支払が困
難な場合には、出産育児一時金として
支給される35万円を限度として、被保
険者に代わり八郎潟町国民健康保険が
医療機関等に直接支払います。
◎利用できる方
　㈰国民健康保険の加入している出産
育児一時金の支給が見込まれる方（妊
娠12週以上）がいる世帯主
　㈪保険税の滞納のない世帯の方
　㈫医療機関から受領委任の同意を得
た方
◎申請に必要なもの
㈰国民健康保険証㈪母子健康手帳（出
産予定日、妊娠週数を証明するもの）㈫
印鑑㈬医療機関からの受領委任の同意
書（出産育児一時金請求事前申請書に
記載）
◎申請時期
　出産予定日までの１ヵ月以内

国民健康保険から
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※
（
　
）
内
の
学
年
は
、
受
賞
当
時
の
も
の
で
す
。
《
敬
称
略
》

かけ足運動・読書感想文コンクール合同表彰式

※
（
　
）
内
の
学
年
は
、
受
賞
当
時
の
も
の
で
す
。
《
敬
称
略
》

第
30
回 

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
応
募
総
数
４
５
５
編
）

▲かけ足運動で受賞されたみなさん

　
２
月
28
日
、
町
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
か
け
足
運
動
・

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
合
同
表

彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
か
け
足
運
動
で
は
、
昨
年
１
年

間
で
か
け
足
運
動
に
３
０
０
日
以

上
参
加
し
た
上
級
者
21
名
、
１
８

０
日
以
上
達
成
し
た
初
級
者
２
名

が
表
彰
さ
れ
、
町
長
か
ら
メ
ダ
ル

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

小
・
中
学
生
が
冬
休
み
期
間
中
に

書
き
上
げ
た
作
品
、
総
数
４
５
５

編
の
作
品
の
中
か
ら
、
厳
正
な
審

査
の
結
果
、
次
の
と
お
り
入
選
作

品
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー

ル
に
お
い
て
第
一
席
に
輝
い
た
作

品
を
今
月
号
か
ら
４
回
に
わ
た
り

紹
介
い
た
し
ま
す
。

※
（
　
）
内
の
学
年
は
、
受
賞
当
時
の

も
の
で
す
。
《
敬
称
略
》

☆
上
級
者
（
３
０
０
日
以
上
）

　
　
土
　
橋
　
珠
　
優
（
小
学
６
年
）

　
　
小
　
野
　
空
　
見
（
小
学
６
年
）

　
　
小
　
野
　
寛
　
太
（
小
学
６
年
）

　
　
佐
　
藤
　
高
　
史
（
小
学
６
年
）

　
　
土
　
橋
　
奏
　
珠
（
小
学
４
年
）

　
　
佐
　
藤
　
海
　
智
（
小
学
４
年
）

　
　
舘
　
岡
　
亮
　
太
（
小
学
１
年
）

　
　
谷
　
川
　
晃
　
大
（
６
歳
）

　
　
舘
　
岡
　
賢
　
太
（
５
歳
）

　
　
土
　
橋
　
励
　
珠
（
５
歳
）

　
　
小
　
柳
　
昂
　
世
（
４
歳
）

　
　
谷
　
川
　
未
　
采
（
３
歳
）

　
　
三
　
戸
　
留
　
吉
（
一
般
）

　
　
舘
　
岡
　
　
　
司
（
一
般
）

　
　
小
　
柳
　
洋
　
樹
（
一
般
）

　
　
小
　
柳
　
傳
　
治
（
一
般
）

　
　
小
　
野
　
憲
　
一
（
一
般
）

　
　
畠
　
山
　
久
　
雄
（
一
般
）

　
　
北
　
嶋
　
勝
　
悦
（
一
般
）

　
　
渡
　
部
　
和
　
男
（
一
般
）

　
　
木
　
元
　
重
　
雄
（
一
般
）

☆
初
級
者
（
１
８
０
日
以
上
）

　
　
伊
　
藤
　
瑠
　
奈
（
年
少
）

　
　
伊
　
藤
　
ヤ
　
ス
（
一
般
）

☆
小
学
生
低
学
年
の
部
（
応
募
数
１
０
２
編
）

　
・
第
一
席
　
ふ
じ
い
　
み
つ
ろ
う
（
２
年
）

　
　
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
る
と
い
い
の
に
な
」

　
　
を
読
ん
で

　
・
第
二
席
　
し
だ
　
こ
う
り
ょ
う
（
１
年
）

　
　
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
す
ご
い
」
を
よ
ん
で

　
・
第
三
席
　
小
野
　
華
（
１
年
）

　
　
　
ま
め
太
の
ゆ
う
気

　
・
佳
　
作
　
き
た
じ
ま
　
ふ
み
か
（
１
年
）

　
　
「
と
も
だ
ち
」
を
よ
ん
で

　
・
佳
　
作
　
遠
ど
う
　
む
つ
き
（
２
年
）

　
　
　
う
さ
ぎ
の
く
れ
た
お
ま
じ
な
い

☆
小
学
生
中
学
年
の
部
（
応
募
数
１
０
３
編
）

　
・
第
一
席
　
志
田
　
千
陽
（
３
年
）

　
　
「
い
の
ち
の
色
え
ん
ぴ
つ
」
を
読
ん
で

　
・
第
二
席
　
石
井
　
智
子
（
４
年
）

　
　
「
い
の
ち
の
ひ
ま
わ
り
」
を
読
ん
で

　
・
第
三
席
　
和
田
　
優
成
（
３
年
）

　
　
　
が
ん
ば
れ
！
盲
導
犬
サ
ー
ブ

　
・
佳
　
作
　
加
藤
　
耀
介
（
４
年
）

　
　
　
武
田
信
玄
　
風
林
火
山
の
名
武
し
ょ
う

　
・
佳
　
作
　
工
藤
　
優
衣
（
４
年
）

　
　
「
帰
っ
て
き
た
ジ
ロ
ー
」
を
読
ん
で

☆
小
学
生
高
学
年
の
部
（
応
募
数
１
３
０
編
）

　
・
第
一
席
　
志
田
裕
喜
子
（
６
年
）

　
　
　
ビ
ッ
キ
ー
か
ら
学
ん
だ
こ
と

　
・
第
二
席
　
小
中
　
杏
菜
（
６
年
）

　
　
『
イ
ジ
メ
』
を
考
え
る

　
・
第
三
席
　
小
野
　
　
葵
（
６
年
）

　
　
　
デ
ビ
ー
と
私
の
夢

　
・
佳
　
作
　
小
玉
　
美
咲
（
５
年
）

　
　
　
こ
れ
か
ら
の
生
き
方

　
・
佳
　
作
　
渡
部
　
　
謙
（
５
年
）

　
　
　
継
続
は
力
な
り

　
・
佳
　
作
　
斉
藤
志
帆
子
（
５
年
）

　
　
「
福
沢
諭
吉
」
を
読
ん
で

　
・
佳
　
作
　
松
橋
　
美
穂
（
６
年
）

　
　
　
み
ん
な
が「
ふ
つ
う
」に
暮
ら
す
た
め
に

☆
中
学
生
の
部
（
応
募
数
１
２
０
編
）

　
・
第
一
席
　
小
　
　
千
絵
佳
（
１
年
）

　
　
「
運
の
流
れ
に
の
る
、
た
っ
た
ひ
と
つ
の

　
　
方
法
」

　
・
第
二
席
　
濱
野
　
夏
実
（
１
年
）

　
　
　
ア
ン
ネ
の
人
生

　
・
第
三
席
　
相
馬
　
夏
実
（
２
年
）

　
　
　
す
ば
ら
し
い
宝
物

　
・
佳
　
作
　
伊
藤
　
美
咲
（
１
年
）

　
　
　
私
の
勇
気

　
・
佳
　
作
　
吉
田
　
稚
菜
（
２
年
）

　
　
　
幸
運
は
下
ご
し
ら
え
か
ら

　
・
佳
　
作
　
金
　
い
ず
み
（
２
年
）

　
　
　
花
＝
子
供

か
け
足
運
動
受
賞
者

かけ足運動・読書感想文コンクール合同表彰式

第
30
回 

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
応
募
総
数
４
５
５
編
）
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読
書
感
想
文

　
　
コ
ン
ク
ー
ル
�

　
中
学
生
の
部
　
第
一
席

こ
ぞ
　こ
と
し

と

小柳千絵佳さん
八中１年（現２年）

読
書
感
想
文

　
　
コ
ン
ク
ー
ル
�

　
中
学
生
の
部
　
第
一
席

「
運
の
流
れ
に
の
る
、

　
た
っ
た
ひ
と
つ
の
方
法
」

　
が
ん
ば
る
自
分
に
見
切
り
を
つ

け
て
、
が
ん
ば
ら
な
い
自
分
を
作
っ

て
み
る
の
っ
て
時
に
は
必
要
か
も

し
れ
な
い
。
自
分
を
空
っ
ぽ
に
す

る
事
は
、
大
切
だ
け
ど
難
し
い
。
だ
っ

て
そ
れ
は
、
私
が
今
ま
で
十
三
年
間
、

積
み
重
ね
て
き
た
自
分
を
捨
て
る

と
い
う
事
だ
か
ら
、
大
き
な
勇
気

が
必
要
。
こ
の
本
を
読
ん
で
私
は

た
く
さ
ん
の
思
い
が
頭
の
中
を
か

け
め
ぐ
り
、
ず
っ
と
答
え
を
出
そ

う
と
考
え
ま
し
た
。

　
運
の
流
れ
を
つ
か
ん
だ
ら
、
本

当
に
や
り
た
い
事
に
出
会
え
る
の

だ
ろ
う
か
。
今
は
将
来
の
夢
な
ん

て
は
っ
き
り
と
し
た
物
が
見
え
な

く
て
、
目
の
前
の
事
を
消
化
す
る

だ
け
の
毎
日
。
同
じ
事
を
く
り
返
し
、

心
か
ら
楽
し
い
な
ん
て
思
え
た
事
、

な
か
っ
た
気
が
す
る
。
で
き
る
事

な
ら
輝
い
て
い
た
い
。
夢
を
持
ち
、

運
の
流
れ
に
の
っ
て
自
分
ら
し
い
行

き
方
を
し
た
い
。
と
に
か
く
自
分
の

本
当
の
気
持
ち
を
見
つ
け
た
く
て
、

心
の
中
を
整
理
し
て
、
捨
て
る
事
を

始
め
て
み
た
。

　
振
り
返
っ
て
み
た
今
ま
で
の
自
分
。

周
囲
の
言
葉
や
情
報
に
流
さ
れ
て
判

断
し
て
き
た
事
が
、
い
く
つ
か
あ
っ

た
。
例
え
ば
小
学
校
の
ミ
ニ
バ
ス
。

親
や
周
囲
の
す
す
め
で
何
と
な
く
始

め
た
。
自
分
で
望
ん
だ
事
で
も
な
い

が
、
き
ら
い
で
も
な
か
っ
た
か
ら
三

年
間
続
け
た
。
が
ん
ば
ら
な
く
て
は

い
け
な
い
責
任
を
背
負
っ
た
時
、
ケ

ガ
を
し
た
り
、
結
果
を
出
せ
ず
に
い

た
。
が
ん
ば
っ
て
練
習
を
人
一
倍
し

て
い
る
の
に
ど
う
し
て
と
自
分
を
責

め
た
。
他
人
の
せ
い
に
し
て
、
イ
ラ

イ
ラ
も
し
た
。
思
う
様
な
結
果
も
残

せ
な
い
ま
ま
、
私
は
小
学
校
生
活
を

卒
業
し
た
。
こ
れ
が
き
っ
と
運
の
流

れ
に
乗
れ
な
か
っ
た
と
言
う
事
な
の

だ
ろ
う
。
中
学
校
入
学
と
同
時
に
、

テ
ニ
ス
を
始
め
た
。
情
報
は
兄
や
姉
。

で
も
結
論
を
出
し
た
の
は
自
分
。
そ

れ
は
理
由
や
理
屈
な
ん
か
じ
ゃ
な
く
、

あ
え
て
い
う
な
ら
「
直
感
」
た
だ
こ

の
後
も
運
の
流
れ
に
乗
れ
ず
に
い
た
。

き
っ
と
そ
れ
は
ま
た
昔
の
自
分
。
兄

と
比
か
く
さ
れ
、
が
ん
ば
っ
て
も
出

せ
な
い
結
果
。
負
け
た
く
な
い
気
持

ち
だ
け
が
空
回
り
で
、
気
が
付
け
ば

毎
日
積
極
的
に
も
体
力
的
に
も
つ
か

れ
て
体
調
を
く
ず
し
て
み
た
り
。
時
々

直
感
で
決
断
し
た
事
を
後
悔
も
し
た
。

そ
ん
な
と
き
だ
っ
た
。
こ
の
本
に

出
会
え
た
の
は
。
本
当
に
捨
て
る

だ
け
で
う
ま
く
行
く
？
思
い
通
り

の
自
分
に
な
れ
る
？
半
信
半
疑
の

思
い
で
手
に
し
て
み
た
。

　
本
当
の
気
持
ち
を
見
つ
け
る
事

が
一
番
大
切
。
だ
け
ど
そ
れ
は
心

の
中
で
か
く
れ
て
い
る
。
か
く
し

て
い
る
物
の
理
由
に
私
自
身
思
い

当
た
る
言
葉
を
目
に
し
た
。
「
自

身
の
な
さ
」
「
不
安
」
「
人
目
を

気
に
し
て
し
ま
う
心
」
「
恐
れ
」
。

こ
れ
ら
が
あ
る
か
ら
「
外
側
か
ら

の
情
報
」
に
ま
ど
わ
さ
れ
、
本
当

の
気
持
ち
を
見
つ
け
ら
れ
ず
に
い

る
の
は
確
か
な
の
で
あ
る
。
自
信

な
ん
て
あ
る
わ
け
な
い
し
、
失
敗

す
る
と
は
ず
か
し
い
。
私
だ
け
が

出
き
な
い
と
不
安
だ
し
、
も
し
選

手
と
し
て
コ
ー
ト
に
立
つ
事
が
で

き
な
か
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
。
こ

ん
な
マ
イ
ナ
ス
の
自
分
は
い
つ
も

い
る
。
い
つ
も
い
る
か
ら
打
ち
消

し
た
く
て
、
が
む
し
ゃ
ら
に
練
習

し
て
努
力
し
て
。
で
き
な
い
時
に
は
、

私
は
経
験
年
数
短
い
し
、
体
調
悪

い
し
、
な
ん
て
自
分
自
身
に
言
い

訳
を
し
た
り
。
輝
く
自
分
で
あ
り

た
い
。
一
生
に
一
度
き
り
の
自
分

だ
け
の
人
生
な
の
に
、
つ
ま
ん
な

い
と
思
う
時
間
な
ん
て
な
い
方
が

い
い
。
だ
と
し
た
ら
一
度
自
分
の

心
の
引
き
出
し
を
空
っ
ぽ
に
し
て

み
よ
う
。
勇
気
を
持
っ
て
捨
て
て
み

よ
う
。
机
の
引
き
出
し
、
学
校
の
道

具
が
あ
る
。
捨
て
ら
れ
な
い
。
「
な

ぜ
？
」
勉
強
は
好
き
じ
ゃ
な
い
け
ど
、

知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
一
つ
ず
つ
増

え
て
い
る
の
は
楽
し
い
か
ら
。
友
達

か
ら
の
手
紙
。
捨
て
ら
れ
な
い
。
「
な

ぜ
？
」
友
達
と
お
し
ゃ
べ
り
す
る
事

は
好
き
だ
か
ら
。
テ
ニ
ス
の
ノ
ー
ト
。

捨
て
ら
れ
な
い
。
「
何
で
？
」
自
分

の
直
感
を
信
じ
た
い
か
ら
。
全
部
、

も
う
人
の
せ
い
に
し
た
り
し
な
い
。

マ
イ
ナ
ス
の
自
分
は
捨
て
る
。
例
え
、

時
に
は
つ
ら
く
な
っ
て
も
、
こ
え
ら

れ
る
パ
ワ
ー
を
認
め
ら
れ
と
思
う
と

う
れ
し
く
な
る
は
ず
。
き
っ
と
こ
れ

か
ら
の
私
は
大
丈
夫
。
こ
の
本
に
書

か
れ
て
い
た
と
っ
て
お
き
の
じ
ゅ
文
。

「
本
当
の
気
持
ち
」
は
い
つ
も
私
の

味
方
き
っ
と
う
ま
く
行
く
。
自
分
の

道
は
自
分
を
信
じ
て
前
向
き
に
な
れ

ば
、
自
然
に
開
け
る
か
ら
。

「
運
の
流
れ
に
の
る
、
た
っ
た

　
ひ
と
つ
の
方
法
」  

中
野
　
裕
弓
著

・
冬
と
言
う
イ
メ
ー
ジ
心
に
去
年
今
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
迂
　
人

・
暖
冬
の
散
歩
の
汗
に
夏
不
安

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
無
　
一

・
祈
る
こ
と
胸
に
お
さ
め
て
ひ
と
日
終

　
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
　
香

・
福
袋
我
に
不
用
の
物
ば
か
り
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寒
　
月

・
夫
の
座
妻
の
座
も
な
く
二
人
の
座
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
　
風

・
長
生
き
や
今
日
一
日
が
十
年
分
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
習

・
買
も
せ
ず
当
り
人
憎
し
宝
く
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
　
人

・
こ
れ
美
味
い
涙
流
し
て
喰
う
ワ
サ
ビ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
　
遊

仲
間
入
り
大
歓
迎
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平成19年度　農作業賃金等協定表のお知らせ

年金制度改正のお知らせ（平成19年４月実施分）年金制度改正のお知らせ（平成19年４月実施分）

平成19年度　農作業賃金等協定表のお知らせ
　八郎潟町農業委員会より、平成19年度の農作業賃金等
協定額をお知らせします。
　この金額は、基準を示したものであり、特別な状況で
の作業及び肥料などの資材を含む場合、また、稲の倒伏
等の状態にある場合は、双方で協議して料金を決めてく
ださい。

　この金額は、１日８時間労働を基準として、「賄い」
その他一切の現物支給は含まないものとします。使用農
機具には、運転手付きとします。
　また、春季農作業賃金の「耕起」の深さは「15cm」を
基準とします。
　農作業にあたっては、機械の点検整備を怠らず、運転
中事故のないように十分ご注意ください。

作　業　名 区　分 単位 標準額（円）備　考

耕　　　起

代　掻　き

育　　　苗

田  

植  

機

転 

作 

関 

係

田　　植

（苗持ち）

植付のみ

除 草 作 業

畑・雑作業

薬 剤 散 布

種籾さいが

耕　　起

大　　豆

播種管理機

中耕培土

�30a区画以上� � 4,200�増反地含む

�30a区画未満� 10a� 4,500

�湿　　田� � 7,000�代掻き共

�30a区画以上� � 4,500�増反地含む

�30a区画未満� 10a� 4,800

�転 作 跡 地� � 5,400�区画を問わず

� � １箱� 560

�30a区画以上� � 21,300

�30a区画未満� � 22,300

�30a区画以上�
10a
� 4,500

�30a区画未満� � 5,000

�手取（男女共）� １日� 5,500

�男 女 共� １日� 5,500

� � 10a� 650

� � １kg� 130

�２　　回� 10a� 7,000

�播　　種� 10a� 2,000

�機械賃貸� 10a� 500

�乗　　用� � 2,000

�歩　　行� � 4,000

10a

（30箱）

10a

作　業　名 区　分 単位 標準額（円）備　考

稲刈り、

その他作業

10a刈 り

コ
ン
バ
イ
ン

大
　
豆

生 籾 運 搬

脱　　　穀

売り渡し米運搬

籾　摺　り

精　　　米

刈 取 料

乾燥のみ

全刈り運搬
乾 燥 籾 摺

10a全刈り

脱 粒 機

� 男� � 5,500

� 女� � 5,500

�バインダー� 10a� 7,600�１反歩

�30a区画以上� � 12,400�運転手付き

�30a区画未満� � 14,200�　 〃

� 生� � 7,500

�半 乾 燥� � 5,000

�30a区画以上� � 25,900

�30a区画未満� � 27,700

� � 10a� 1,600

� � 10a� 7,000

� � 30kg� 90

� � 60kg� 550

� � 60kg� 800

� � 10a� 5,000

�運転手付き� � 7,000

�貸 出 料� � 1,500

10a

10a

10a

10a

10a

○65歳以降の老齢厚生年金の繰下げ

制度

　平成12年改正で60歳台後半の在職

老齢年金の制度が導入されたことから、

老齢厚生年金の繰下げ支給の制度が

廃止されておりましたが、改めて支

給開始年齢の繰下げが行えるように

なります。

　老齢厚生年金の受給権を有する人で、

66歳に達する前に老齢厚生年金の請

求をしていなければ、支給の繰下げ

を申し出ることにより、政令で定め

る額が加算されます。

　ただし、65歳に達したときに老齢

給付を除く他の年金給付の受給権者

であったときや、66歳に達するまで

の間に老齢給付を除く他の年金給付

の受給権者となったときは、支給の

繰下げを申し出ることはできません。

　また、施行日前に老齢厚生年金の

受給権を有している人（原則として

昭和17年４月１日以前生まれの人）

は対象となりません。

○70歳以上の被用者の老齢厚生年金

の給付調整

　70歳以上で在職している人に、

現行の60歳台後半の在職老齢年金

の仕組みが適用されます。総報酬月

額相当額と老齢厚生年金基本月額の

合計額が48万円を超えた場合、超

えた額の１／２相当額について、老

齢厚生年金が支給停止されます。

　ただし、厚生年金保険料の負担は

ありません。

　また、施行日において70歳以上

の人（昭和12年４月１日以前生ま

れの人）は適用されません。

○離婚時の厚生年金の分割制度

　平成19年４月１日以後に離婚等

をした場合において、離婚等をした

当事者間の合意または裁判手続きに

より按分割合を定めたときに、その

当事者の一方からの請求によって、

婚姻期間等の保険料納付記録を当事

者間で分割することができる制度です。

　なお、平成18年10月１日から、離

婚時の分割後の年金額等について情

報提供しております。

○遺族年金の見通し

・65歳以上の遺族年金受給者について、

ご自身の老齢厚生年金を全額支給し

たうえで、遺族年金から差額分が支

給される仕組みになります。

・中高齢寡婦加算の支給対象が、夫

の死亡時に40歳以上65歳未満の妻（子

のいない場合に限ります）となります。

・子のいない30歳未満の妻への遺族厚

生年金は５年間の有期給付となります。

○問合わせ先

　秋田社会保険事務所　1865-2399

◎問い合わせ先

　八郎潟町農業委員会　1875－5803
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※飲酒運転による違反（酒酔い・酒気帯び）は１件１点
　飲酒運転による事故の負傷は１件３点、死亡８点、
　その他死亡事故は１件３点で換算しています。

負傷 死亡

２月中

２月まで
の 累 計

計

事 故 件 数
平成１9年

区　分

酒

酔

い

酒
気
帯
び

前
年
同
期
順
位

順
　
　
　
　
位

飲酒運転追放等の

競争実施中

　
人
間
は
血
筋
よ
り
も
育
ち
方
に
影

響
さ
れ
る
と
申
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　「
氏
」と
は
家
系
ま
た
は
血
統
の
こ

と
で
昔
の
封
建
時
代
、
い
わ
ゆ
る
士

農
工
商
の
身
分
の
差
別
が
は
っ
き
り

し
て
い
た
頃
、
当
時
の
社
会
の
秩
序

を
保
っ
て
い
く
の
に
こ
の
氏
が
非
常

に
重
視
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
氏
の
長
者
の
長
男
は
、
父
が
死
ん

だ
場
合
、
能
力
的
に
劣
る
人
で
も
そ

の
ま
ま
氏
の
長
と
な
り
、
ま
た
あ
く

ま
で
も
氏
の
良
し
悪
し
は
先
祖
次
第

で
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
苦
労
も

知
ら
ず
、
働
い
て
自
分
で
物
を
買
い

求
め
る
喜
び
も
わ
か
ら
な
い
の
で
は
、

水
槽
の
中
の
金
魚
と
同
じ
よ
う
な
も

の
で
す
。

　
そ
の
制
度
を
改
善
す
る
た
め
、
明

治
の
初
め
、
今
か
ら
お
よ
そ
百
四
十

年
前
、福
沢
諭
吉（
思
想
家
・
教
育
家
）、

彼
は
こ
の
制
度
を
改
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
申
さ
れ
、「
学
問
の
す
す
め
」

の
巻
頭
で
適
切
に
言
っ
て
お
ら
れ
ま

す
。「
天
は
人
の
上
に
人
を
つ
く
ら
ず
」

と
。
い
わ
ゆ
る
人
間
は
皆
平
等
で
あ

る
と
い
う
教
え
を
唱
え
た
の
で
す
。

　
こ
の
教
え
が
一
般
に
普
及
す
る
ま

で
に
は
相
当
の
時
間
を
要
し
た
の
で

あ
り
ま
す
。

　
そ
の
内
容
と
い
う
の
は
、
い
か
に

立
派
な
祖
先
を
持
っ
て
い
て
も
つ
ま

ら
な
い
人
物
が
出
た
り
、
罪
を
犯
す

者
ま
で
出
る
。
こ
れ
と
は
反
対
に
先

祖
に
こ
れ
と
い
う
人
物
も
い
な
い
の

に
、立
派
な
人
物
も
い
る
。こ
れ
が「
氏

よ
り
育
ち
」と
言
わ
れ
る
の
で
す
。

　
「
氏
」
と
は
、
先
天
的
素
質
と
い
っ

て
よ
く
、「
育
ち
」
と
い
う
の
は
後
天

的
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。従
っ
て
、良

い
素
質
も
磨
か
な
け
れ
ば
た
だ
の
石

と
同
じ
こ
と
で
す
。

　
人
間
は
家
庭
や
社
会
の
中
で
、
生

き
る
知
恵
を
身
に
付
け
成
長
す
る
存

在
で
す
。
生
ま
れ
る
前
に
す
で
に
恵

ま
れ
た
環
境
に
お
か
れ
た
人
間
は
ひ

弱
く
な
り
ま
す
。
一
人
の
人
間
の
良

さ
も
悪
さ
も
、
そ
の
人
が
生
ま
れ
て

か
ら
の
育
ち
方
に
よ
っ
て
決
ま
る
面

が
大
き
い
わ
け
で
す
。

　
　
　
　
　
　  

（
絵
＝
安
田
敏
雄
）

　
４
月
は
入
学
、入
園
の
季
節
で
す
。

真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
て
、

仲
良
く
登
校
す
る
姿
は
と
て
も
微
笑

ま
し
い
も
の
で
す
。し
か
し
、こ
の
時

期
の
新
入
学（
園
）児
は
、交
通
ル
ー
ル

の
知
識
に
乏
し
い
こ
と
や
、環
境
の
変

化
に
対
す
る
緊
張
感
や
徒
歩
通
学
の

不
慣
れ
な
ど
か
ら
衝
動
的
な
行
動
に

走
り
や
す
く
、自
ら
の
身
を
守
る
こ
と

に
つ
い
て
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
、４
月
５
日（
木
）か
ら
11

日（
水
）ま
で
の
７
日
間
、新
入
学（
園
）

児
を
中
心
と
し
た
子
ど
も
の
交
通
事

故
防
止
を
重
点
に
、交
通
安
全
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　
県
警
に
お
い
て
も
、交
通
安
全
教
育
、

保
護
誘
導
及
び
交
通
指
導
取
締
り
な

ど
、街
頭
活
動
を
強
化
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。家
庭
、学
校
、地
域
に
お
い

て
も
、交
通
ル
ー
ル
に
つ
い
て
体
験
を

通
し
て
教
え
、子
ど
も
を
悲
惨
な
交
通

事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

お
父
さ
ん
、お
母
さ
ん
へ

○
通
学
、通
園
時
間
に
合
わ
せ
て
、子

ど
も
と
一
緒
に
通
学（
園
）路
を
何
回

か
歩
き
、体
験
を
通
し
て
信
号
の
見
方
、

横
断
歩
道
の
正
し
い
歩
き
方
な
ど
を

教
え
ま
し
ょ
う
。

○
親
自
身
が
自
ら
の
安
全
意
識
を
高

め
、家
庭
の
中
で
常
に
交
通
安
全
に
気

を
配
る
雰
囲
気
を
し
っ
か
り
根
づ
か

せ
、子
ど
も
が
出
か
け
る
と
き
は
必
ず

一
声
か
け
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

○
遊
び
に
出
か
け
る
時
は
、行
動
範
囲

や
帰
宅
時
間
を
き
ち
ん
と
決
め
て
、子

ど
も
に
し
っ
か
り
守
ら
せ
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

○
子
ど
も
に
自
転
車
を
利
用
さ
せ
る

場
合
は
、年
齢
や
体
格
に
適
し
た
自
転

車
を
選
び
、子
ど
も
と
一
緒
に
整
備
、

点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

秋
田
か
ら
な
く
そ
う
！

　
飲
酒
運
転
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

○
家
族
に
飲
酒
運
転
さ
せ
な
い
。

○
車
で
来
た
人
に
お
酒
を
出
さ
な
い
。

○
二
日
酔
い
の
人
に
車
を
運
転
さ
せ

な
い
。

○
飲
酒
を
伴
う
会
合
な
ど
に
車
を
運

転
し
て
行
か
せ
な
い
。

○
運
転
す
る
人
に
酒
を
勧
め
な
い
。

全 県�（25市町村中)�１月末�25位�→２月末�25位
男鹿・南秋�（６市町村中)�１月末�６位�→２月末�６位

八郎潟町の順位（２月末）

〜
随
想
録
〜
�

　
「

氏

よ

り

育

ち

」

19

新
入
学（
園
）児
を
交
通
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
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役場直通電話番号・メールアドレス

◆総　務　課
・総　務　班� 1875－5801
　soumu@town.hachirogata.lg.jp
・企画財政班� 1875－5802
　kikakuzaisei@town.hachirogata.lg.jp
・税　務　班� 1875－5807
　zeimu@town.hachirogata.lg.jp
・会　計　班� 1875－5804
　kaikei@town.hachirogata.lg.jp

◆町民福祉課
・町民生活班
（窓口サービス担当）�1875－5805
（消防・交通・環境担当）�1875－5806
　tyoumin@town.hachirogata.lg.jp
・福祉介護班� 1875－5808
　fukushikaigo@town.hachirogata.lg.jp
・保健医療班� 1875－5813
　hokeniryou@town.hachirogata.lg.jp

◆産業建設課
・産業振興班� 1875－5803
　sangyou@town.hachirogata.lg.jp
・建　設　班� 1875－5809
　kensetsu@town.hachirogata.lg.jp
・下 水 道 班� 1875－5811
　jyougesui@town.hachirogata.lg.jp

◆水　道　課
・上 水 道 班� 1875－5811
　jyougesui@town.hachirogata.lg.jp

◆教　育　課
・学校教育班� 1875－5812
　kyouiku@town.hachirogata.lg.jp
・生涯学習班(公民館)�1875－5777
　kouminkan@town.hachirogata.lg.jp
・国体班(ｵﾘﾝﾋ゚ｯｸ)�1875－5500
　kokutai@town.hachirogata.lg.jp

◆幼　稚　園� 1875－2734
　youchien@town.hachirogata.lg.jp

◆議会事務局� 1875－5810
　gikai@town.hachirogata.lg.jp

●役場代表 1875－5800

◆開催日時及び会場
【東京会場】
◎日時　４月24日（火）午後１時～４時
◎会場　中野サンプラザ
【秋田会場】
◎日時　５月10日（木）午後１時～５時
◎会場　秋田ビューホテル
◆内容　県内企業採用担当者との個
別面談、ハローワーク職員による就
職相談等
※入退場自由、事前の申込みは必要ありません。
◆対象
　平成20年３月に大学、短大、高専、
専修学校等を卒業予定の学生
◆問い合わせ先
　県産業経済労働部雇用労働政策課
　1８６０－２３３４

　町では、農業に関心がありながら、
農地のない方のために、次の条件に
より「ふれあい農園」の利用者を募集
します。場所はＢ＆Ｇプールの西側
です。

《利用条件》
◎募集区画
　１区画（１区画10ｍ～11ｍ）
◎利用料金　１区画3,000円
◎利用期間
　平成19年４月～平成20年３月
◎水道使用料　別途請求します
◎申込期限　４月13日（金）
◎問い合わせ先
　役場産業建設課産業振興班
　1８７５－５８０３

◎試験区分　初級消防職員
◎採用予定人員　１人
◎受験資格
（１）の資格を有し、（２）のいずれに
も該当しない者
（１）受験資格
　ア　昭和47年４月２日から平成
元年４月１日までに生まれた者。

　イ　潟上市、井川町、八郎潟町に居
住でき、普通運転免許の取得者で
あること。

　ウ　消防業務の実務経験を有する
ものであること。

（２）欠格事項
　ア　日本の国籍を有しない者
　イ　地方公務員法第16条の規定
により地方公務員となることがで
きない者

　・成年被後見人及び被保佐人（準禁
治産者を含む）

　・禁錮以上の刑に処せられ、その執
行を終わるまでまたはその執行を

受けることがなくなるまでの者
　・本組合職員として懲戒免職の処
分を受け、その処分の日から２年
を経過しない者

　・日本国憲法又はその下に成立し
た政府を暴力で破壊することを主
張する政党その他の団体を結成し、
またはこれに加入した者

◎試験の方法
　　口述試験、作文、体力度試験、身
体試験、資格調査

◎申込み用紙の請求
　　湖東地区消防本部に請求してく
ださい。郵便で請求する場合は封
筒の表に「職員採用試験申込用紙
請求」と朱書きし、宛先を明記して
120円切手を貼った返信用封筒（Ａ
４サイズ）を必ず同封してください。

※詳しいことについては湖東地区消
防本部へお問い合わせください。
1８７４－２４２０

　湖東消防署では４月中旬頃、一週
間位の予定で町内の防火水槽・消火
栓の点検を行います。水道水が一時
的に濁る場合もありますのでご理解
とご協力をお願いします。

◆
預
託
状
況

　
　
（
平
成
19
年
３
月
19
日
現
在
）

２
・
20
　
３
区
　
佐
野
　
晴
樹
　
様

　
香
典
返
し
（
亡
父
　
三
郎
さ
ん
）

�

金
　
５
０，

０
０
０
円

２
・
22
　
匿
名
希
望

　
善
意
　
　
　
金
　
１，

５
０
０
円

２
・
23
　
15
区
　
渡
部
　
英
樹
　
様

　
香
典
返
し
（
亡
父
　
■
一
さ
ん
）

　
　
　
　
　
金
　
３
０，

０
０
０
円

２
・
26
　
浦
大
町
　
齊
藤
裕
之
　
様

　
香
典
返
し
（
亡
父
　
定
男
さ
ん
）

　
　
　
　
　
金
　
５
０，

０
０
０
円

２
・
27
　
17
区
　
畠
山
　
一
也
　
様

　
香
典
返
し
（
亡
父
　
金
作
さ
ん
）

　
　
　
　
　
金
　
５
０，

０
０
０
円

３
・
５
　
９
区
　
爪
林
　
純
一
　
様

　
香
典
返
し
（
亡
父
　
久
雄
さ
ん
）

　
　
　
　
　
金
　
５
０，

０
０
０
円

３
・
５
　
浦
大
町
　
齊
藤
徹
浩
　
様

　
香
典
返
し
（
亡
母
　
リ
ヱ
さ
ん
）

　
　
　
　
　
金
　
５
０，

０
０
０
円

３
・
８
　
４
区
　
藤
井
　
仁
　
様

　
香
典
返
し
（
亡
父
　
吉
治
さ
ん
）

　
　
　
　
　
金
　
３
０，

０
０
０
円

八
郎
潟
町
善
意
銀
行

八
郎
潟
町
社
会
福
祉
協
議
会

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
八
郎
潟
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
1
８
７
５
│
３
８
７
１

「ふれあい農園」の利用者募
集について

湖東消防署からのお知らせ

情報プラザ
湖東地区行政一部事務組合消防職員採用試験

秋田県合同就職面接会開催
のお知らせ
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（１・２月届出分）

（　　　　）

転入・転出届はお済みですか？

◎健やかに
１・２�畠山　夢絃（ゆいと）�男
　　　　　（健・久恵）� 34区
１・25�只野　そら� 女
　　　　　（映希・望）� 宮城県
１・31�奈良　祐希（ゆうき）�男
　　　　　（丈顕・愛子）�14区
２・３�齊藤　良太（りょうた）�男
　　　　　（透・亜沙美）�25区
２・６�伊藤　早那（そな）� 女
　　　　　（広平・早斗子）�17区
２・６�渡部　理子（りこ）� 女
　　　　　（州一・千賀子）�17区
２・８�一関　湧仁（ゆうと）�男
　　　　　（仁・良美）� 14区
２・14�鷲谷　快斗（かいと）�男
　　　　　（大広・亜希子）�31区
２・25�伊藤　翔塁（かける）�男
　　　　　（雄一・千夏）� ５区

◎ご結婚おめでとう
２・２�　鷲谷　大広� 八郎潟町
� 　岩谷亜希子� 秋田市

◎ご冥福をお祈りします
２・１�福嶋　一子（92歳）�19区
２・２�齊藤　定男（71歳）�浦大町
２・４�伊藤ヨシヱ（91歳）�26区
２・17�猿田ひとみ（36歳）�26区
２・20�金　　一夫（80歳）�浦大町
２・24�齊藤　リヱ（70歳）�浦大町
２・28�菊地マツヱ（92歳）�８区

◇人口
� 当　月�先月比      �昨年比
男 3,319人（＋３人）（－22人）
女 3,809人（－３人）（－52人）
計 7,128人（　０人）（－74人）
◇世帯数
　　2,482戸�（－１戸）（＋４戸）
※住民基本台帳
◇出　生　  10人（16人）〔７人〕
◇結　婚　  １組（２組）〔５組〕
◇死　亡　  ７人（16人）〔10人〕
　※（　）は１月からの累計、
〔　〕は昨年同時期の累計

◇交通事故件数
　物損事故�９件（16件)〔23件〕
　人身事故�１件（４件)〔３件〕
　※（　）は１月からの累計、
〔　〕は昨年同時期の累計

◎対象　全課程の受講が可能な方。
資格を取得し、福祉の職場に就労を
希望したい方。ボランティアとして
の活動を希望する方。高齢者を抱え
て知識を必要としている方。満60歳
未満の方。
◎募集人員
　60人（定員になり次第締切）
◎研修日程
　５月14日（月）～９月28日（金）
◎研修会場
　医療法人正和会　会議室
◎受講料
　35,000円（他に教材費7,000円）
◎その他　医療法人正和会の新規事
業において、職員を採用する場合には、
この研修を修了し、適任とされたも
のに応募の機会を提供します。
◎申込み及び問い合わせ先
　医療法人正和会　担当　柴田
　1８７７－７１１０

　平成19年度固定資産税の基礎とな
る固定資産評価額を、縦覧帳簿によ
りお見せします。
　自己所有の土地や家屋の固定資産
の価格などを次の期間内にご覧くだ
さい。
◎日時
　４月１日～６月１日
　午前８時30分～午後５時
※ただし、土、日、祝祭日は除きます。
◎場所　役場総務課税務班
◎問い合わせ先
　役場総務課税務班
　1８７５－５８０７

　労働保険（労災保険・雇用保険）の
保険料は、事業主が年度当初に概算
で申告・納付し、翌年度の当初に確定
申告のうえ精算することとなってい
ます。
　平成19年度の申告・納付期限は、５
月21日（月）です。お早めに手続きを
お願いします。
◆平成19年度より石綿健康被害救済
のための「一般拠出金」の申告・納付
が始まりますが、労働保険の年度更
新と併せて申告・納付します。
◆電子申請もご利用になれます。
（厚生労働省のホームページ
　　　　　http://www.mhlw.go.jp）
◆詳細は、秋田労働局労働保険徴収
室又は最寄りの労働基準監督署へお
問い合わせください。
◎問い合わせ先
　秋田労働局労働保険徴収室
　1８８３－４２６７

　「病院はいつできるの？」「町の負
担金は？」「病院の規模は？」分から
ないこと、不安なこと、知りたいこと
質問しましょう！
◎日時　４月15日（日）
　　　　午後１時30分～３時30分
◎会場　五城館大ホール（五城目町）
◎参加費　無料
◎問い合わせ先
　湖東地域の医療を考える会
　事務局　児玉亮
　1８７５－２０９２

　３月・４月は卒業、進学、就職等
で住所の異動がもっとも多いときです。
住所は実際住んでいるところに置く
のが原則となっていますので、転入・
転出・転居の届出はお忘れなく！
　転入・転出の際は本人確認を行い
ますので、窓口に手続きに来る方は
免許証・パスポート・住基カード等、

本人だと確認できるものをご持参く
ださい。
　なお、印鑑登録・印鑑証明書の発
行は住所地で行いますので、転入・
転出により住所が変わった方は新住
所地で印鑑登録の手続きをしてくだ
さい。（印鑑登録は本人でなければ
なりません。）
　詳しいことについては役場町民生
活班窓口サービス担当へおたずねく
ださい。（1875－5805）

転入・転出届はお済みですか？

　平成17年度版町政白書を４月上旬に刊行します。
　町政白書は各課ごとに前年度の事業などが掲載されています。
　ご希望の方は、役場総務課総務班（1875－5801）へお問い合わせ
ください。

町のミニ統計（２月末現在）

ホームヘルパー２級養成
研修講座受講生募集

固定資産税土地・家屋価格
等縦覧帳簿をお見せします

お忘れなく　労働保険の
年度更新手続きは　５月
21日（月）までに！

湖東総合病院新築を考え
る住民フォーラム
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� 日� 月� 火� 水� 木� 金� 土

４月行事予定表、秋田朝日放送ＣＭ放送日

CM放送
午後４：00頃

CM放送
午前６：00頃

CM放送
午前10：35頃

CM放送
午前５：50頃

CM放送
午前10：35頃

CM放送
午前５：50頃

CM放送
午後４：00頃

CM放送
午後５：00頃

幼・小・中始業式
（10：00～）

小学校入学式
中学校入学式

幼稚園入園式

粗大ごみ搬入日
（～25日）
CM放送 午前10：35頃

中学校郡市春季大会
（～22日）
CM放送 午前6：15頃

� 1� 2� 3� 4� 5� 6� 7

� 8� 9� 10� 11� 12� 13� 14

� 15� 16� 17� 18� 19� 20� 21

� 22� 23� 24� 25� 26� 27� 28

� 29� 30

　
ご
無
沙
汰
し
て
お
り
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
ぶ
り
に
編
集
後
記

を
書
き
ま
し
た
。

　
さ
て
、
よ
う
や
く
春
ら
し

く
な
っ
て
き
て
、
こ
れ
か
ら

花
見
の
季
節
に
な
っ
て
き
ま

す
ね
。

　
私
は
、
毎
年
花
見
を
し
て

い
ま
す
が
、
今
年
は
桜
の
名

所
を
何
箇
所
か
巡
っ
て
み
よ

う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
花
見
と
い
え
ば
お
酒
が
つ

き
も
の
。
か
く
言
う
私
は
花

よ
り
団
子
派
な
の
で
、
観
桜

と
い
う
よ
り
、
そ
れ
を
口
実

に
ワ
イ
ワ
イ
楽
し
く
飲
む
の

が
目
的
の
よ
う
な
も
の
な
の

で
す
が
、
千
秋
公
園
な
ど
で
は
、

毎
年
の
よ
う
に
急
性
ア
ル
コ
ー

ル
中
毒
で
救
急
車
で
運
ば
れ

る
人
が
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も

桜
の
魔
力
に
や
ら
れ
て
つ
い

つ
い
飲
み
す
ぎ
な
い
よ
う
に

気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　
そ
れ
と
、
夜
桜
を
見
に
行

く
方
は
昼
夜
の
寒
暖
の
差
が

大
き
い
で
す
の
で
、
寒
さ
対

策
を
し
っ
か
り
し
ま
し
ょ
う
。

洋

　
み
ん
な
で
わ
ー
わ
ー
、
お
ー
お
ー
叫
ん
で
入
っ
た
洞

穴
、
孔
雀
が
窟
は
、
か
な
り
奥
深
い
洞
穴
で
、
後
ろ
を

振
り
返
っ
て
見
ま
す
と
、
入
口
が
小
さ
く
見
え
て
、
中

は
真
っ
暗
で
し
た
。
舟
を
穴
の
縁
り
方
に
寄
せ
て
み
ま

す
と
、
底
は
泥
の
よ
う
で
し
た
。
「
あ
ま
り
入
っ
て
行

く
と
出
ら
れ
な
く
な
る
か
ら
」
と
入
口
の
方
へ
戻
り
ま

し
た
が
、
外
に
出
て
み
て
あ
ら
た
め
て
入
口
の
大
き
い

こ
と
や
、
外
の
明
る
い
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
大
桟
橋
を
、
「
こ
の
橋
に
な
っ
て
い
る
岩

が
頭
に
落
ち
て
こ
ね
べ
が
」
な
ん
て
、
い
ら
な
い
心
配

を
し
な
が
ら
舟
で
潜
り
抜
け
ま
し
た
。
こ
の
す
ぐ
近
く

に
、
舟
で
は
通
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
小
さ
い
桟
橋
も

あ
り
、
こ
れ
は
小
桟
橋
と
い
う
岩
で
あ
る
と
説
明
さ
れ

ま
し
た
。

　
門
前
の
浜
に
着
き
、
そ
し
て
加
茂
青
砂
の
漁
師
の
人

に
、
手
を
振
っ
て
、
別
れ
の
「
さ
よ
う
な
ら
」
を
し
ま

し
た
。

　
門
前
か
ら
椿
ま
で
は
、
そ
れ
ほ
ど
遠
く
な
い
こ
と
は

わ
か
っ
て
お
り
ま
す
し
、
今
の
よ
う
に
自
動
車
も
馬
も

往
来
す
る
道
路
で
な
い
こ
と
も
知
っ
て
い
る
の
で
、
今

で
言
う
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
気
分
で
歩
い
て
、
夕
方
早
く

に
椿
に
到
着
し
、
一
休
み
す
る
と
、
村
の
上
の
方
に
行

っ
た
り
、
今
来
た
ば
か
り
の
下
の
方
に
行
っ
た
り
し
て
、

小
さ
い
店
を
覗
い
て
見
て
、
夕
食
ま
で
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て

過
ご
し
ま
し
た
。

　
私
は
店
で
水
中
め
が
ね
を
買
う
と
、
店
屋
の
親
父
に

「
こ
れ
買
っ
て
行
っ
て
も
水
に
潜
れ
だ
が
」
と
笑
わ
れ

な
が
ら
、
そ
れ
で
も
一
日
市
に
帰
れ
ば
川
で
潜
っ
て
遊

ぶ
つ
も
り
で
嬉
し
く
て
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
さ
て
、
椿
か
ら
は
船
越
ま
で
歩
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
、
行
き
で
も
お
世
話
に
な
っ
た
小
野
伝
三
郎
さ

ん
の
お
父
さ
ん
が
船
越
ま
で
船
で
迎
え
に
来
て
く
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　
私
は
高
等
科
に
な
っ
て
体
は
丈
夫
に
な
っ
た
と
言
っ

て
も
、
そ
れ
は
外
見
だ
け
で
、
内
臓
は
ま
だ
ま
だ
弱
く

て
、
す
ぐ
疲
れ
て
他
の
子
に
遅
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

こ
の
時
も
他
の
生
徒
に
遅
れ
て
気
を
も
ま
せ
ま
し
た
が
、

必
死
に
歩
い
て
、
そ
れ
ほ
ど
遅
れ
な
く
て
よ
か
っ
た
と

皆
安
心
し
た
よ
う
で
し
た
。

　
船
越
に
着
く
と
、
人
数
を
確
認
し
て
す
ぐ
出
発
で
し

た
。
先
ほ
ど
か
ら
エ
ン
ジ
ン
は
も
う
か
け
ら
れ
て
、
し

っ
か
り
温
ま
っ
て
お
り
、
す
ぐ
に
出
発
で
き
ま
し
た
。

少
し
沖
に
出
て
、
藻
の
生
え
て
い
な
い
と
こ
ろ
ま
で
来

る
と
、
馬
力
を
出
し
、
一
路
一
日
市
の
方
へ
向
か
い
ま

し
た
が
、
始
め
は
三
倉
鼻
の
沖
の
方
へ
向
か
っ
て
走
り
、

森
山
が
真
横
に
見
え
る
く
ら
い
ま
で
進
ん
で
か
ら
、
一

日
市
の
方
へ
舵
を
切
り
ま
し
た
。

　
「
こ
う
し
て
舵
を
切
ら
な
い
と
、
川
口
の
先
が
潟
の

中
に
出
て
い
る
の
で
、
大
川
の
方
の
先
に
船
の
先
を
突

っ
込
ん
で
し
ま
っ
た
り
、
葦
野
地
に
突
っ
込
ん
で
出
ら

れ
な
く
な
る
か
ら
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
話

を
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
当
時
の
川
は
何
回
も
カ
ー
ブ
し
て
お
り
、
今
の
川
は

干
拓
工
事
で
掘
っ
て
、
よ
ほ
ど
真
っ
直
ぐ
に
し
た
も
の

で
、
当
時
は
お
っ
き
ゃ
ば
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
の
大
き
な

曲
が
り
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　
間
も
な
く
、
無
事
到
着
す
る
こ
と
が
で
き
、
小
野
さ

ん
や
先
生
た
ち
に
よ
く
お
礼
を
言
っ
て
家
に
帰
り
ま
し

た
。（
つ
づ
く
）

文
・
一
日
市
＝
嶋
崎
　
利
雄

全町清掃デー
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